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今
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
は
、
日
米
首
脳
に
よ
る
広

島
、
真
珠
湾
の
相
互
訪
問
を
提
案
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
共
同
通
信
出
身
）の
松
尾
文
夫
さ
ん
に
、
ま
た
特
別
賞
は
、

被
爆
米
兵
問
題
を
独
力
で
長
年
調
査
し
て
き
た
広
島
の
森
重

昭
さ
ん
、
富
山
市
議
の
不
正
な
政
務
活
動
費
受
給
を
ス
ク
ー

プ
し
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
に
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
４
月
28
日
の
当
ク
ラ
ブ
理
事
会
で
決
ま
っ
た
。

　
松
尾
さ
ん
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
の

経
歴
を
持
つ
国
際
派
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
２
０
０
５
年
に
米

紙「
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」に
首
脳
相

互
訪
問
に
よ
る
日
米
和
解
を
提
案
。
16
年
に
そ
の
提
案
が
実

現
さ
れ
、
先
見
性
の
あ
る
記
者
の
提
言
力
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。

　
森
さ
ん
は
報
道
と
は
縁
の
な
い
民
間
会
社
員
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
費
で
休
日
を
使
い
被
爆
米
兵
の
実
態
調
査
を
長
年

継
続
し
て
き
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
で
は
式
典
に

招
か
れ
、大
統
領
と
の
抱
擁
場
面
が
世
界
中
に
報
じ
ら
れ
た
。

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
は
、
社
員
総
数
70
人
の
小
規
模
ロ

ー
カ
ル
局
だ
が
、
情
報
公
開
制
度
を
活
用
し
て
入
手
し
た
文

書
を
徹
底
的
に
分
析
し
、
富
山
市
議
に
よ
る
政
務
活
動
費
の

不
正
受
給
を
突
き
止
め
、
計
14
人
の
市
議
を
辞
職
に
追
い
込

む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
贈
賞
式
は
５
月
29
日
午
後
５
時
半
か
ら
、
内
幸
町
の
日
本

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
行
わ
れ
る
。

�

（
土
生
修
一
）

ク
ラ
ブ
賞
は
、松
尾
文
夫
さ
ん（
共
同
通
信
出
身
）

特
別
賞
は
、
被
爆
米
兵
取
材
の
森
重
昭
さ
ん
と

政
活
費
追
及
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
取
材
班

危機回避の手だてはないのか
米朝間で軍事的な緊張が高まる中、故金日成主席の生誕105周年を祝う軍事パレードが
行われた。「世界の平和と安定のために」のスローガンも（写真中央）。米国へのけん制か。
日本を含む40社以上の海外メディアが招待された＝4月15日、北朝鮮・平壌

撮影：松谷　稔（時事通信社写真部）
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２０１7年度日本記者クラブ賞・特別 賞

【
贈
賞
の
理
由（
要
旨
）】

●
旺
盛
な
記
者
精
神

　
松
尾
文
夫
さ
ん

　
共
同
通
信
の
記
者
時
代
か
ら
半
世
紀
を
超

え
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
米
国
報
道
に
取

り
組
み
、
と
り
わ
け
近
年
は
被
爆
地
広
島
と

ハ
ワ
イ
真
珠
湾
を
日
米
首
脳
が
訪
問
し
献
花

す
る
こ
と
で
、
真
の
戦
後
和
解
が
生
ま
れ
る

と
熱
心
に
訴
え
て
き
た
。
２
０
１
６
年
、
提

言
通
り
の
相
互
献
花
外
交
が
実
現
。
日
米
戦

後
史
の
重
要
な
一
里
塚
に
つ
な
げ
た
取
材
と

執
筆
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
通
信
社
を

引
退
後
、
68
歳
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
復
帰
を

宣
言
。
83
歳
で
も
衰
え
な
い
旺
盛
な
記
者
精

神
は
後
輩
に
と
っ
て
モ
デ
ル
で
あ
り
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
信
用
と
権
威
を
高
め
た
業
績

は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
。

●
権
力
に
ひ
る
ま
ず
報
道
の
責
務
果
た
す

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
政
務
活
動
費
取
材

チ
ー
ム

　
情
報
公
開
で
入
手
し
た
膨
大
な
資
料
を
丹

念
に
読
み
解
き
、
富
山
市
議
の
政
務
活
動
費

不
正
受
給
を
暴
き
、
多
数
の
市
議
を
辞
職
に

追
い
込
ん
だ
。
こ
れ
が
報
道
の
果
た
す
本
来

の
役
割
を
示
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ

た
。
地
方
テ
レ
ビ
局
の
少
数
の
記
者
が
、
地

方
の
政
治
権
力
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
調
査
報

道
で
立
ち
向
か
い
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た

こ
と
は
、
同
様
の
状
況
下
に
あ
る
記
者
た
ち

に
も
大
き
な
励
ま
し
に
な
っ
た
。
こ
の
ス
ク

ー
プ
が
不
正
監
視
に
対
す
る
全
国
的
な
関
心

を
呼
ん
だ
こ
と
に
も
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。

●
独
力
で
追
求
、「
調
査
報
道
」そ
の
も
の

　
森
重
昭
さ
ん

　
既
存
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
ほ
と
ん
ど
取

り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
被
爆
米
兵
問
題
を
、

粘
り
強
く
独
力
で
調
査
し
、
米
兵
12
人
の
身

元
を
特
定
し
た
。
職
業
的
な
記
者
で
は
な
い

が
、
手
法
は
調
査
報
道
そ
の
も
の
で
あ
る
。

事
実
に
肉
迫
し
て
い
く
持
続
力
、行
動
力
は
、

プ
ロ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
学
ぶ
べ
き
こ
と

が
多
い
。
米
兵
遺
族
と
の
交
流
を
深
め
て
お

り
、
戦
争
を
め
ぐ
る
市
民
レ
ベ
ル
で
の
日
米

の
戦
後
和
解
と
し
て
も
評
価
さ
れ
た
。
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松尾文夫さん
「生涯現役」を有言実行

　
資
料
と
英
字
紙
を
詰
め
込
ん
だ
紙
袋
を

い
つ
も
持
ち
歩
く
。
話
し
出
し
た
ら
止
ま

な
反
応
を
示
す
ト
ラ
ン
プ
氏
を
見
て
、
日

本
側
は
真
珠
湾
訪
問
の
意
味
を
見
つ
け
た

ら
な
い
。「
生
涯
現
役
」を
意
気
込

み
や
掛
け
声
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
々

実
行
し
て
い
る
83
歳
だ
。

　
広
島
と
真
珠
湾
の
首
脳
献
花
外
交

を
提
言
し
て
11
年
。
昨
年
、
オ
バ
マ

大
統
領
が
原
爆
慰
霊
碑
で
、
安
倍
晋

三
首
相
が
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
で
花
を

手
向
け
た
。
実
現
す
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
か
。

　「
オ
バ
マ
大
統
領
は
よ
く
来
た
。

就
任
し
た
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が

負
担
に
な
っ
て
い
た
。
最
後
に
広
島

訪
問
を
決
断
し
、
イ
ン
テ
リ
と
し
て

の
満
足
感
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
安
倍
首
相
の
方
が
決
断
す
る
の

の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
。

　「
日
本
流
に
い
え
ば
お
線
香
を
あ

げ
る
。
ド
イ
ツ
と
米
英
の
和
解
に
25

年
遅
れ
た
が
、
誰
で
も
納
得
す
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
安
倍
さ
ん
は
真
珠

湾
の
ス
ピ
ー
チ
で
ア
ジ
ア
に
触
れ
な

か
っ
た
。
彼
の
意
地
な
の
か
」

　
子
ど
も
の
時
、
空
襲
に
生
き
残
っ

た
戦
争
体
験
が
出
発
点
だ
。
二
度
の

ワ
シ
ン
ト
ン
勤
務
で
は
ニ
ク
ソ
ン
の

米
中
和
解
を
予
測
し
た
伝
説
の
記
者

だ
っ
た
。
共
同
通
信
社
の
関
連
会
社

の
経
営
者
か
ら
退
い
た
の
は
68
歳
。

10
年
以
上
の
空
白
が
あ
っ
た
が
、
挨

拶
状
で「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
復
帰
」

を
宣
言
し
た
。
記
者
な
ら

一
回
は
言
っ
て
み
た
い

が
、
二
の
足
を
踏
む
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。

　「
経
営
者
だ
っ
た
時
も

仕
事
で
米
国
出
張
を
繰
り

返
し
、
友
人
と
の
人
脈
を

維
持
で
き
た
」と
懐
か
し

そ
う
に
振
り
返
る
。

　
米
中
関
係
史
の
現
場
を

は
難
し
か
っ
た
。
ト
ラ
ン

プ
当
選
で
決
め
た
の
で
は

な
い
か
」

　「
ほ
ら
言
っ
た
通
り
だ
」

と
自
画
自
賛
に
陥
ら
ず
、

政
治
判
断
の
背
後
を
読

む
。
あ
ま
り
気
づ
か
れ
な

か
っ
た
が
、
オ
バ
マ
訪
問

の
時
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は

「
オ
バ
マ
大
統
領
は
真
珠

歩
き
リ
サ
ー
チ
に
14
年
を
か
け
た『
ア
メ

リ
カ
と
中
国
』（
岩
波
書
店
）を
出
版
し
た

ば
か
り
。取
材
と
原
稿
書
き
の
日
が
続
く
。

�

（
中
井
良
則
）

湾
の
奇
襲
攻
撃
を
日
本
で
議
論
す
る
の

か
。
何
千
人
も
の
ア
メ
リ
カ
人
が
命
を
失

っ
た
」と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
信
し
て
い

た
。
ヒ
ロ
シ
マ
と
い
え
ば
真
珠
湾
。
そ
ん

あああ

クラブ賞
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受 賞者紹介

森重昭さん
「被爆調査に生涯捧げます」

クラブ賞

　
今
回
の
受
賞
を
知
ら
せ
る
と
、
電
話
口

か
ら「
光
栄
で
す
」と
張
り
の
あ
る
声
が
響

く
な
る
よ
う
な
徒
労
感
と
絶
望
感
に
襲
わ

れ
な
が
ら
、
無
償
の
作
業
を
続
け
た
。

き
、続
い
て「W

ith m
y�pleasure

」

と
英
語
が
飛
び
出
し
た
。

　
昨
年
５
月
、
広
島
平
和
記
念
公
園

で
の
オ
バ
マ
大
統
領
と
の
抱
擁
シ
ー

ン
が
世
界
中
に
流
れ
た
。

　「
今
で
も
世
界
中
か
ら
感
激
し
た

と
の
手
紙
が
き
ま
す
。
英
語
以
外
の

ス
ペ
イ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国

語
な
ど
は
読
め
な
く
て
残
念
で
す
」。

大
統
領
と
の
抱
擁
場
面
を
描
い
た
油

絵
が
贈
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
一
躍「
時
の
人
」
に
な
っ
た
が
、

そ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
長
か
っ
た
。

　
８
歳
で
爆
心
地
か
ら
２
・
５
キ
ロ
地

点
で
被
爆
し
た
。
き
の
こ
雲
の
真
下
で

　
そ
れ
で
も
時
に
、
粘
り
強
さ
に
心

打
た
れ
、
米
国
に
い
る
元
捕
虜
や
遺

族
か
ら
協
力
の
返
事
も
来
た
。「
ク

リ
ン
ト
ン
大
統
領
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
」の
宛

て
名
で
手
紙
を
出
し
、
担
当
部
局
か

ら
の
返
事
が
来
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
感
激
し
て
、
郵
便
ポ
ス
ト
に
お
じ

ぎ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　
こ
う
し
た
調
査
が
実
を
結
び
、
広

島
の
原
爆
投
下
で
犠
牲
に
な
っ
た
米

兵
は
12
人
で
、
そ
の
身
元
も
特
定
し

た
。
亡
く
な
っ
た
米
兵
の
た
め
に
自

費
で
広
島
市
内
に
慰
霊
碑
も
建
て

た
。
一
連
の
経
緯
を
米
政
府
も
高
く

評
価
し
、
オ
バ
マ
大
統
領
と
の
抱
擁

に
つ
な
が
っ
た
。

　
今
回
の
選
考
過
程
で
、

記
者
の
職
歴
が
な
い
と
の

指
摘
も
あ
っ
た
が
、「
ご

本
人
が
ど
う
思
っ
て
お
ら

れ
よ
う
と
、
間
違
い
な
く

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
す
よ
、

こ
の
人
は
」と
の
強
い
反

論
が
出
る
場
面
も
あ
っ
た
。

無
数
の
死
体
を
目
撃
し
た
。

30
代
後
半
に
な
っ
た
70
年

代
半
ば
、市
民
に
よ
る「
原

爆
の
絵
」に
米
兵
の
遺
体

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に

関
心
を
抱
き
、
被
爆
米
兵

の
調
査
を
開
始
し
た
。
会

社
員
と
し
て
働
く
傍
ら
、

休
日
を
利
用
し
て
米
兵
捕

　
今
は
、
長
崎
で
被
爆
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
兵
の
調
査
を
続
け
て
い
る
。「
全
生

涯
を
捧
げ
て
い
ま
す
」と
断
言
す
る
被
爆

調
査
に
終
わ
り
は
な
い
。

虜
目
撃
者
の
家
を
訪
ね
、
米
兵
の
名
前
が

わ
か
る
と
国
際
電
話
で
米
国
の
番
号
案
内

に
連
絡
先
を
聞
き
、
辞
書
を
引
き
つ
つ
関

係
者
に
片
っ
端
か
ら
手
紙
を
書
い
た
。

　
無
視
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。気
の
遠

オバマ大統領の広島訪問の後、当ク
ラブで会見した森さん（2016 年 6月）

　
富
山
市
議
の
政
務
活
動
費
不
正
問
題

は
、
同
市
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
の
ス

と
つ
ひ
と
つ
ウ
ソ
を
暴
き
出
し
て
い
く
。

記
者
２
年
目
の
砂
沢
記
者
は「
知
っ
て
し

ク
ー
プ
が
き
っ
か
け
に
な

り
、
市
議
総
数
38
人
の
う

ち
14
人
が
辞
職
す
る
前
代

未
聞
の
事
件
に
発
展
し
た
。

　
ス
ク
ー
プ
の
中
心
に
な

っ
た
の
が
、
同
局
の
宮
城

克
文
デ
ス
ク（
42
）と
砂

沢
智
史
記
者（
37
）の
２

人
だ
。
記
者
職
は
全
社
で

わ
ず
か
10
人
、
２
人
も
営

ま
っ
た
以
上
、
前
に
行
く
し
か
な

い
と
思
っ
た
」と
腹
を
決
め
た
。

　
直
属
上
司
の
服
部
寿
人
・
報
道

制
作
局
長
も「
や
れ
っ
」と
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
。「『
闘
う
上
司
』

が
い
て
、
ほ
ん
と
に
よ
か
っ
た
で

す
」（
宮
城
デ
ス
ク
）

　
ス
ク
ー
プ
後
、
他
社
も
関
連
報

道
を
は
じ
め
、
問
題
市
議
が
次
々

と
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。
全
国

放
送
で
同
局
取
材
陣
の
奮
闘
ぶ
り
が

報
じ
ら
れ
る
と
、
激
励
の
電
話
、
メ

ー
ル
が
殺
到
し
た
。
な
か
に
は
県
外

か
ら「
う
ち
の
市
議
会
も
取
材
し
て

く
れ
」と
の
無
茶
な
リ
ク
エ
ス
ト
も

あ
っ
た
。
同
市
だ
け
で
な
く
県
レ
ベ

ル
で
政
務
活
動
費
チ
ェ
ッ
ク
が
厳
し

く
な
り
、
さ
ら
に
補
選
、
４
月
の
市

議
選
と
合
わ
せ
、
市
議
の
半
数
が
入

れ
替
わ
る
な
ど
、
一
連
の
報
道
の
影

響
は
大
き
か
っ
た
。

　
今
回
の
選
考
で
の
某
キ
ー
局
幹
部

の
言
葉
が
記
憶
に
残
る
。「
報
道
局

の
人
員
減
を
ス
ク
ー
プ
の
な
い
言
い

訳
に
し
て
は
い
け
な
い
と
痛
感
し

た
。
愚
直
に
取
材
す
る
大
切
さ
を
教

え
て
も
ら
っ
た
」

業
の
経
験
者
だ
。
議
員
報
酬
増
額
問

題
で
、
２
人
は「
市
議
は
ど
れ
だ
け

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
」と
の
素
朴

な
疑
問
か
ら
、
市
議
の
政
務
活
動
費

の
内
訳
を
情
報
公
開
で
請
求
、
こ
れ

が
大
ス
ク
ー
プ
に
つ
な
が
っ
た
。

　
相
手
は
、「
市
議
会
の
ド
ン
」を

は
じ
め
と
す
る
現
職
議
員
。
県
庁
取

材
が
長
い
宮
城
デ
ス
ク
は「
市
議
た

ち
の
反
発
で
参
議
院
議
員
選
挙
の
取

材
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
、
会
社

に
不
利
益
が
及
ぶ
の
で
は
、
家
族
が

巻
き
込
ま
れ
る
の
で
は
、
と
い
ろ
い

ろ
考
え
た
」と
振
り
返
る
。

　
そ
れ
で
も
数
千
枚
の
膨
大
な
文
書

を
入
手
す
る
と
、
２
人
は
通
常
業
務

後
、
連
日
深
夜
ま
で
カ
ッ
プ
麺
を
す

す
り
な
が
ら
資
料
と
格
闘
し
、
架
空

の
市
政
報
告
会
、
偽
造
領
収
書
…
ひ

チューリップテレビ
不正疑惑
素朴な疑問から大スクープ

宮城デスク（左）と砂沢記者

特 別 賞

特 別 賞

＊
会
報
16
年
11
月
号
に
宮
城
氏
執
筆
の
　

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
レ
ス
」を
掲
載

＊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
会
見
動
画
が
あ
り
ま
す

567_P1-3,18-20.indd   3 2017/05/02   17:08:47
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渡
わた

邊
なべ

　頼
より

純
ずみ

　慶応大学教授

　日墨EPA交渉の首席交渉官など
実務の経験も豊富。「TPP離脱で
損するのは米国自身。日本は米国
をTPPに戻すためにも、米国抜き
の『TPPマイナス1』の早期発効
をめざすべき」「TPPを米議会の
承認がいらない行政取り決めにす
る方法もある」

■4・27（木）シリーズ企画「トランプ政権：米国と世界の行
方」⑦／司会：竹田忠委員／出席：76人

松
まつ

本
もと

　晃
あきら

　カルビー会長・CEO

　大手商社から外資系企業社長を
経て2009年にカルビーへ。女性の
積極的登用など大胆な働き方改革
を推進中。「スタバにいた方が成
果が上がるなら、会社なんか来な
くていい」。日本的労働慣行に真
正面から戦いを挑んでいる。

■4・25（火）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」㉑
／司会：播摩卓士委員／出席：53人

岩
いわ

尾
お

　聡
さと

士
し

　高齢社会街づくり研究所代表取締役

■4・12（水）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑳
／司会：安井孝之委員／出席：38人

アンヘル・グリア　OECD事務総長

■4・13（木）記者会見／司会：実哲也委員／通訳：佐藤雅子、
西村好美／出席：67人

吉
よし

田
だ

　徹
とおる

　北海道大学教授

■4・26（水）記者会見「フランス大統領選」／司会：鶴原徹也
委員／出席：72人

船
ふな

橋
ばし

　洋
よう

一
いち

　日本再建イニシアティブ理事長

■4・26（水）シリーズ企画「トランプ政権：米国と世界の行
方」⑥／司会：杉田弘毅委員／出席：96人

　
会
見
余
話

●
松
本
晃
カ
ル
ビ
ー
会
長
の
会
見
は
、
古
い
労
働
慣
習

に
真
っ
向
か
ら
斬
り
か
か
る
言
葉
の
連
続
だ
っ
た
。
動

画
公
開
を
辞
退
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

　「
大
企
業
は『
日
本
人
、男
、シ
ニ
ア
、有
名
大
学
卒
』ば

か
り
。
こ
れ
で
は
も
う
や
っ
て
い
け
な
い
」「
男
は
会
社

を
辞
め
て
も
名
刺
を
作
り
た
が
る
。
男
は
報
酬
が
下
が

っ
て
も
肩
書
に
し
が
み
つ
く
」「
部
下
の
時
間
を
奪
っ
て

い
る
の
は
上
司
。
も
う
会
議
は
や
る
な
、と
指
示
し
て
、

よ
う
や
く
会
議
が
半
分
に
な
っ
た
」「
こ
の
４
月
か
ら

『
会
社
に
来
な
く
て
い
い
』を
制
度
化
し
た
。し
か
し
成

果
は
厳
し
く
求
め
る
」「
労
働
時
間
に
応
じ
た
報
酬
が
、

人
を
ダ
メ
に
し
、会
社
を
ダ
メ
に
し
、国
を
ダ
メ
に
す

る
」「
転
勤
拒
否
を
認
め
て
い
る
。
拒
否
し
て
も
査
定
に

は
反
映
さ
せ
な
い
」「
会
社
は
人
間
を
幸
せ
に
す
る
場
所

だ
」「
世
の
中
に
は
男
と
女
し
か
い
な
い
。
両
方
と
も
優

秀
。
な
ぜ
両
手
が
あ
る
の
に
、両
手
を
使
わ
な
い
の
か
」

　
最
後
に
カ
ル
ビ
ー
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、
決
め

の
一
言
が
出
た
。「
や
め
ら
れ
な
い
、
と
ま
ら
な
い
」

●「
誰
も
撃
つ
な
！
」白
川
優
子
さ
ん

　
イ
エ
メ
ン
へ
の
４
度
目
の
赴
任
を
終
え
、
３
月
に
帰

国
し
た
。
手
足
を
失
っ
た
人
の
手
術
に
も
立
ち
会
っ
た

と
報
告
は
生
々
し
い
。「
内
戦

下
で
Ｍ
Ｓ
Ｆ
関
連
施
設
も
攻
撃

さ
れ
、
国
民
は
病
院
へ
行
く
こ

と
自
体
を
恐
れ
る
状
況
に
あ

る
」。
現
在
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を

習
得
中
。次
の
派
遣
に
備
え
る
。

下記のゲストの会見リポートは
5～7ページに掲載しています

国境なき医師団（MSF）日本「病院を撃つな！」
加藤寛幸　国境なき医師団日本会長（写真左・右から）

鈴木邦彦　日本医師会常任理事

山口　薫　アムネスティ・インターナショナル日本
活動部門チーフ　　　　　　　　　　

畔柳奈緒　世界の医療団日本事務局長

藤井麻衣子　セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン　
海外事業部緊急人道支援マネージャー

白川優子　看護師（国境なき医師団）（写真右）

　加藤会長は声明文を読み上げ、病院への攻撃が“当
たり前”になってはならないと語気を強めた。MSF
運営のアフガニスタンの病院への空爆（2015年）後、
「医療施設への攻撃はむしろ増えており、誤爆とは
思えない」。活動の中心は1年前に採択された国連
安保理決議（紛争下での医療活動保護）履行の署名。
「半年間で9万5千人を超えた支持に感謝したい」
■4・28（金）記者会見／司会：石川洋企画担当部長／出席：
46人

サッカー選手による寄付・社会貢献組織
「SPOON」設立発表

李忠成、宇賀神友弥、梅崎司、遠藤航、柏木陽介、
関根貴大、長澤和輝　サッカー選手（浦和レッズ） 
吉川元偉　SPOON代表理事（前国連大使） 
本保芳明　同副代表理事（初代観光庁長官） 
森　一美　同事務局長 
鈴木邦夫　国連WFP協会事務局長

■4・4（火）記者会見／司会：播摩卓士委員／出席：98人

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34818/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34824/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34827/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34804/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34812/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34783/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34829/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34817/report
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会 見リポート� フェイスブック、ツイッターでウェブサイトの更新情報をお知らせしています

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
よ
る
寄
付
・
社
会

貢
献
組
織「
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
」設
立
発
表

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が

途
上
国
の
子
ど
も
を
食
糧
支
援

岩
尾
　
聡
士
　

高
齢
社
会
街
づ
く
り
研
究
所
代
表
取
締
役

目
指
す
は

「
持
続
可
能
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」

　
世
界
で
は
、
８
億
人
の
子
ど
も
が
飢
え

に
苦
し
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
何

と
か
打
破
し
た
い
―
熱
い
思
い
を
抱
い
た

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
た
ち
の
食
糧
支
援
活

動
が
、
日
本
で
も
始
ま
っ
た
。

　「
私
、
医
者
な
ん
で
す
が
ボ
ク
サ
ー
で

も
あ
り
ま
し
て
」。
会
見
の
出
だ
し
か
ら

意
外
な
発
言
が
飛
び
出
し
た
。
名
古
屋
大

学
医
学
部
在
学
中
の
28
歳
か
ら
ボ
ク
シ
ン

グ
を
始
め
、
30
代
前
半
で
全
日
本
社
会
人

藤
航
、
宇
賀
神
友
弥
、
柏
木
陽
介
各
選
手

に
任
命
状
を
授
与
し
た
。
本
保
芳
明
副
代

表
理
事
、森
一
美
事
務
局
長
は
、ス
ポ
ー
ツ

の
垣
根
を
越
え
て
ア
ス
リ
ー
ト
全
体
に
活

動
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
同
様
の
活
動
を
も
視
野
に
入
れ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
日
頃
、
形
で
示
せ
る
社
会
貢
献
活

動
を
探
し
て
い
た
李
選
手
が
昨
年
８
月
、

吉
川
氏
に
相
談
し
た
こ
と
だ
。「
一
人
の

力
は
小
さ
い
け
ど
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ

て
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
」「
支
援
を
受
け
た

子
ど
も
た
ち
か
ら
、
将
来
、
世
界
で
活
躍

す
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
生
ま
れ
た
ら

う
れ
し
い
」。
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
昨
年

の
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ル
ヴ
ァ
ン
杯
で
自
身
が
獲
得
し

た
最
優
秀
選
手（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）の
賞
金
１
０

０
万
円
を
寄
付
し
、
夢
の
実
現
に
向
け
て

小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
６
年
前
の
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
豪
州
戦
。
日

本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
李
選
手
は
、
延

長
戦
の
土
壇
場
で
見
事
な
ボ
レ
ー
シ
ュ
ー

ト
を
放
ち
、
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
切
り
裂
い

た
が
、
そ
れ
も
、
心
た
ゆ
ま
ぬ
日
頃
の
練

習
の
成
果
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
折
し
も
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
近
接
す
る

日
比
谷
公
園
の
桜
は
、
柔
ら
か
な
春
の
陽

ざ
し
を
受
け
て
満
開
。
こ
の
日
の
桜
の
よ

う
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
花
開
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
鈴
木
　
美
勝

　
臨
床
の
現
場
で「
こ
の
ま
ま
で
は
日
本

の
医
療
、
介
護
は
崩
壊
す
る
」と
危
機
感

を
抱
き
、
名
古
屋
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
し
て
２
０
１
１
年
、
名
古
屋
市
に「
高

齢
社
会
街
づ
く
り
研
究
所
」を
設
立
。
医

療
法
人
や
地
元
企
業
の
協
力
を
得
て
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
や
在
宅
ケ

ア
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
を

進
め
て
き
た
。
さ
ら
に「
タ
ウ
ン
ホ
ス
ピ

タ
ル
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｏ
モ
デ
ル
」構
想
を
打
ち
出

し
た
。
病
気
予
防
か
ら
緩
和
ケ
ア
ま
で
継

ぎ
目
の
な
い
シ
ー
ム
レ
ス
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る「
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ケ
ア
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」を
中
核
に
、「
お
年
寄
り

や
子
ど
も
、
障
害
者
な
ど
み
ん
な
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
」。

　
専
門
は
内
科
。
公
私
共
に
パ
ー
ト
ナ
ー

の
妻
康
子
さ
ん
は
外
科
医
だ
。
３
月
ま
で

同
大
大
学
院
特
任
教
授
だ
っ
た
が
、
今
後

は
事
業
に
専
念
し
、
看
護
師
や
セ
ラ
ピ
ス

ト
の
人
材
確
保
に
乗
り
出
す
。「
資
格
は

あ
る
が
働
い
て
い
な
い
人
が
大
勢
い
る
。

そ
れ
ら
の
人
々
の
労
働
条
件
を
よ
く
す
る

た
め
に
も
株
式
市
場
に
上
場
し
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
近
代
化
を
図
り
た
い
」

　
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る「
２

０
２
５
年
問
題
」が
迫
る
。「
持
続
可
能

な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」を
掲
げ
て「
名
古
屋
か

ら
改
革
を
」と
意
気
込
む
岩
尾
さ
ん
の
挑

戦
に
注
目
し
た
い
。

毎
日
新
聞
社
会
部
　
明
珍
　
美
紀

Ｆ
Ｐ
と
連
携
、
学
校
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
て
食
糧
支
援
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
だ
。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ

た
慈
善
団
体「
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
　
Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」（
代
表
理
事
・
吉
川
元
偉

前
国
連
大
使
）の
発
表
会
見
で
は
、
吉
川

氏
が「
世
界
が
変
わ
る
の
に
は
時
間
が
か

か
る
が
、
早
く
成
果
が
出
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
募
金
活
動
な
ど

の
中
核
と
な
る
ア
ス
リ
ー
ト
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
と
し
て
、
李
選
手
は
じ
め
レ
ッ
ズ
の
遠

ー
が
、
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た
こ
の

国
に「
医
療
と
看
護
、
介
護
が
連
携
し
た

シ
ス
テ
ム
を
」と
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が「
Ｃ
Ｂ
Ｍ
Ｃ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｏ
モ
デ
ル
」だ
。
Ｃ
Ｂ
Ｍ

Ｃ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ベ
イ
ス
ド
・
メ

デ
ィ
シ
ン
・
ア
ン
ド
・
ケ
ア
の
略
。「
街
全

体
で
高
齢
者
を
見
守
る
体
制
を
つ
く
り
た

い
。
医
療
、
看
護
、
介
護
が
フ
ラ
ッ
ト
な

関
係
で
あ
る
こ
と
が
必
要
」と
強
調
す
る
。

　「
子
ど
も
た
ち

に
夢
と
希
望
と
勇

気
を
」―
李
忠
成

選
手（
浦
和
レ
ッ

ズ
Ｆ
Ｗ
）の
呼
び

か
け
に
賛
同
し
た

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
、

飢
餓
の
な
い
世
界

を
目
指
す
国
連
Ｗ

選
手
権
３
位
。

「
２
０
２
０
年

の
東
京
五
輪
は

ボ
ク
シ
ン
グ
競

技
の
ス
ポ
ー
ツ

ド
ク
タ
ー
と
し

て
参
加
で
き
そ

う
で
す
」

　
フ
ァ
イ
ト
あ

ふ
れ
る
ド
ク
タ
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ア
ン
ヘ
ル
・
グ
リ
ア
　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
総
長

テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
矜
持

吉
田
　
徹
　
北
海
道
大
学
教
授

「
春
の
祭
典
」
の
不
協
和
音

　「
洗
練
さ
れ
た
情
報
分
析
を
行
え
ば
、

白
か
黒
で
は
な
い
、『
あ
や
』が
あ
る
決

定
を
下
す
こ
と
が
可
能
だ
」。
会
見
中
に

出
た
、
自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）を
め

ぐ
る
発
言
だ
。
反
自
由
貿
易
、
反
移
民
と

い
っ
た
単
純
明
快
な
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
世
界
で
吹
き
荒
れ
る
中
、
か
つ
て
メ
キ

シ
コ
高
官
と
し
て
北
米
自
由
貿
易
協
定

（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）な
ど
複
雑
な
利
害
が
絡
む

合
意
に
か
か
わ
っ
た
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

と
し
て
の
矜
持
を
感
じ
さ
せ
た
。

　
日
本
経
済
の
現
状
分
析
と
提
言
を
ま
と

め
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
対
日
経
済
審
査
の
報
告
の

た
め
に
来
日
。
し
か
し
会
見
で
は
ト
ラ
ン

　
冒
頭
、
バ
レ
エ
音
楽「
春
の
祭
典
」に

言
及
。
１
世
紀
余
り
前
の
パ
リ
初
演
時
、

酷
評
さ
れ
た
。
後
世
の
評
価
は
、
変
異
す

る
リ
ズ
ム
、
耳
障
り
な
不
協
和
音
な
ど
、

変
動
期
に
あ
る
当
時
の
世
界
の
反
映
だ
っ

た
と
い
う
も
の
。「
祭
典
」の
後
、
世
界

は
２
度
の
大
戦
を
く
ぐ
る
。

強
調
し
た
。

　
一
方
で
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

「
反
発
が
あ
る
」と
も
。
英
国
の
欧
州
連

合（
Ｅ
Ｕ
）離
脱
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
で

若
者
の
投
票
率
が
低
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

引
き
合
い
に
、
経
済
成
長
か
ら「
取
り
残

さ
れ
、
不
満
を
持
つ
人
々
」が
、
政
治
参

加
を
せ
ず
に
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
勢
力
台
頭

を
許
し
て
し
ま
う
と
の
持
論
を
展
開
。
富

の
分
配
の
偏
り
を
な
く
し
て
い
く
こ
と

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の「
修
正
」と
し
て

必
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　
日
本
に
つ
い
て
は
、
記
者
側
の
関
心
も

あ
り
消
費
税
引
き
上
げ
の
話
題
が
中
心

に
。「
８
％
か
ら
10
％
へ
の
引
き
上
げ
は
、

数
字
的
に
は
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
政

治
的
に
は
大
き
な
問
題
」と
の
指
摘
は
、

メ
キ
シ
コ
財
務
相
と
し
て
の
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
発
言
だ
ろ
う
。

　
会
見
時
間
の
制
約
も
あ
っ
た
だ
ろ
う

が
、
審
査
報
告
で
日
本
の
生
産
性
向
上
の

た
め
の
手
法
と
し
て
提
示
さ
れ
た
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
改
善
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
触
れ
ら
れ
ず
、
長
時
間
労
働
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
だ
け
に
少
々
物
足
り
な
く
感

じ
た
。

　
会
見
翌
日
に
行
っ
た
個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
は
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
に
真
剣
に
答
え
て
く
れ
た
。
謝
意

を
示
し
た
い
。

時
事
通
信
社
外
国
経
済
部
　
須
永
　
野
歩

で
き
な
い
、
左
右
の
２
大
政
党
の
候
補
が

い
ず
れ
も
決
選
に
進
め
な
い
―
―
等
々
、

異
例
ず
く
め
の
展
開
と
な
っ
た
。

　
大
方
の
見
方
は
マ
ク
ロ
ン
氏
優
位
。
吉

田
氏
も「
よ
ほ
ど
の
大
番
狂
わ
せ
が
な
い

限
り
、
マ
ク
ロ
ン
で
決
ま
り
」。
た
だ
、

投
票
率
が
極
め
て
低
け
れ
ば
、
ル
ペ
ン
氏

当
選
の
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

　
マ
ク
ロ
ン
政
権
誕
生
の
場
合
、
万
事
め

で
た
し
と
な
る
の
か
。
吉
田
氏
は「（
フ

ラ
ン
ス
が
）統
治
不
可
能
に
な
る
」場
合

も
想
定
す
る
。
な
ぜ
か
。

　
焦
点
は
６
月
の
仏
下
院
選
。
左
右
２
大

政
党
に
勢
い
は
な
い
。
国
民
戦
線
に
は

「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」が
あ
る
。
か
と
い
っ

て
、
マ
ク
ロ
ン
新
党
は
単
独
で
は
勝
て
ま

い
。
そ
の
結
果
、
吉
田
氏
の
新
政
権
の
見

立
て
は「
良
く
て
、（
大
統
領
の
党
と
政

府
与
党
が
違
う
）コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
。
悪

け
れ
ば
、
仏
版（
下
院
で
単
独
過
半
数
の

党
の
な
い
）ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
」。
ど

ち
ら
に
し
て
も
大
統
領
は
手
足
を
縛
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
フ
ラ
ン
ス

の「
政
治
空
白
」現
象
は
続
く
。

　
吉
田
氏
は
お
そ
ら
く
今
、「
春
の
祭
典
」

の
不
協
和
音
を
耳
に
し
て
い
る
。
歴
史
が

繰
り
返
す
の
で
あ
れ
ば
、
世
界
は
新
た
な

秩
序
を
見
い
だ
す
前
に
、
破
壊
的
局
面
を

く
ぐ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
。

　
企
画
委
員
　
読
売
新
聞
社
編
集
委
員
　

鶴
原
　
徹
也

会
を
作
り
上
げ
て
き
た
様
々
な
要
素
が
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
新
し
い
要
素
が
頭
を
の

ぞ
か
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」。
吉

田
氏
の
問
題
意
識
だ
。

　
今
回
の
仏
大
統
領
選
は
、
半
年
前
に
は

泡
沫
扱
い
だ
っ
た
独
立
系
の
マ
ク
ロ
ン
氏

と
、政
界
主
流
か
ら
忌
み
嫌
わ
れ
る
極
右
・

国
民
戦
線
の
ル
ペ
ン
氏
が
４
月
23
日
の
第

１
回
投
票
で
抜
け
出
し
、
５
月
７
日
の
決

選
投
票
に
臨
む
。

　
２
期
目
を
狙
っ
た
現
職
大
統
領
が
出
馬

プ
米
大
統
領
の

誕
生
を
念
頭
に

し
た
、
自
由
貿

易
に
関
す
る
発

言
も
頻
発
。
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン（
価
値
連
鎖
）

の
構
築
な
ど
を

例
に
、
理
詰
め

で「
自
由
貿
易

は
他
の
選
択
肢

よ
り
良
い
」と

　
今
、
先
進
民

主
主
義
国
の
英

国
と
米
国
で
、

戦
後
体
制
を
否

定
す
る
奇
妙
な

民
意
が
表
出
し

て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
は
ど
う

か
。「
現
代
社

グ
リ
ア
事
務
総
長（
右
）と
ラ

ン
ダ
ル
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
経
済
局

日
本
・
韓
国
課
長
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無
差
別
テ
ロ
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。

最
近
は
組
織
集
団
で
は
な
く
単
独
犯
に
よ

る
自
爆
テ
ロ
も
増
え
て
い
る
。
根
絶
は
極

め
て
難
し
い
の
が
現
実
だ
。

　
本
作
は
２
０
１
３
年
４
月
15
日
、
米
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の「
愛
国
者
の
日

（
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
・
デ
イ
）」に
開
か
れ
た

ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
付
近
で

起
き
た
爆
弾
テ
ロ
事
件
を
題
材
に
し
て
い

る
。
コ
ー
ス
沿
道
に
置
か
れ
た
爆
弾
２
個

が
相
次
い
で
爆
発
し
、
子
ど
も
を
含
む
３

人
が
死
亡
、
２
６
４
人
が
負
傷
し
た
。

　
映
画
は
事
実
に
即
し
て
大
会
前
日
か
ら

犯
人
逮
捕
ま
で
の
５
日
間
を
追
う
。
州
知

事
、
市
長
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
、
州
警
察
、
市
警
察

が
共
同
で
捜
査
に
当
た
り
、
監
視
カ
メ
ラ

の
映
像
か
ら
チ
ェ
チ
ェ
ン
系
の
兄
弟
２
人

が
容
疑
者
と
し
て
浮
上
。
当
局
は
公
共
交

通
機
関
の
運
行
を
全
て
停
止
し
、
市
民
に

外
出
自
粛
と
商
業
活
動
の
停
止
を
呼
び
掛

け
て
犯
人
を
追
い
詰
め
る
。
こ
れ
ら
は
法

律
で
は
な
く
市
民
の
自
発
的
な
協
力
に
準

拠
し
て
い
た
。

　
仮
に
数
の
力
で「
共
謀
罪
」を
成
立
さ

せ
て
も
反
発
し
か
生
ま
れ
な
い
。
自
由
に

立
ち
入
れ
る
場
所
を
制
限
し
た
り
、
多
く

の
人
が
楽
し
む
催
し
を
縮
小
し
た
り
す
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
社
会
が
安
全
と
引
き
換
え

教
え
て
く
れ
る
。

　
映
画
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
実
写
映
像
が

流
れ
る
。
爆
弾
テ
ロ
で
両
足
を
失
っ
た
男

性
が
義
足
で
16
年
の
大
会
に
参
加
し
、
笑

顔
で
ゴ
ー
ル
す
る
シ
ー
ン
だ
。「
ど
ん
な

に
傷
つ
い
て
も
テ
ロ
に
屈
し
な
い
」。
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ
そ
、
テ
ロ
根
絶
に
向
け

た
原
点
で
あ
る
こ
と
を
噛
み
し
め
た
い
。

西
日
本
新
聞
社
東
京
編
集
長
　
傍
示
　
文
昭

無差別テロ
防止策は市民の連携・協力

パトリオット・デイ

に
払
う
代
償
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
こ
そ
テ
ロ
リ
ス
ト
の
思
う
つ
ぼ
だ

ろ
う
。

　
市
民
の
自
由
を
で
き
る
だ
け
狭
め
ず

に
、
無
差
別
テ
ロ
を
防
ぐ
た
め
の
鍵
は

市
民
一
人
一
人
の
意
識
に
あ
る
。
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
不
審
な
物
や
異
常
に

気
づ
け
ば
声
を
上
げ
る
。
不
幸
に
も
有

事
が
起
き
れ
ば
助
け
合
う
。
自
然
災
害

へ
の
取
り
組
み
と
同
じ
よ
う
に
、
テ
ロ

封
じ
込
め
で
重
要
な
の
は
市
民
の
連
携

と
協
力
で
あ
る
こ
と
を
本
作
は
改
め
て

©
 2017 Lions Gate Entertainm

ent Inc. A
ll Rights Reserved.

６
月
９
日（
金
）か
ら
全
国
公
開

船
橋
　
洋
一
　

日
本
再
建
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
理
事
長

国
際
秩
序
の
再
興
は
あ
る
か

　
不
安
が
世
界
を
覆
う
。
当
た
り
前
だ
っ

た
国
際
協
調
の
精
神
が
大
き
く
後
退
し
た

か
ら
だ
。
国
際
協
調
の
揺
ら
ぎ
は
破
局
に

つ
な
が
る
と
、
歴
史
は
教
え
る
。
自
由
で

開
か
れ
た
国
際
秩
序（
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ダ
ー
）の
再
興

は
あ
る
の
か
。

ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
な
く
、
シ
ビ
ッ
ク
の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
し
な
け
れ
ば
」▼「
ト
ラ

ン
プ
氏
は
自
由
な
国
際
秩
序
に
、
丸
ご
と

挑
戦
し
て
い
る
。
リ
ベ
ラ
ル
秩
序
の
覇
権

国
が
変
わ
る
意
味
を
よ
く
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」▼「
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、

恐
怖
感
を
抱
い
た
覇
権
国（
つ
ま
り
今
の

米
国
）が
過
剰
反
応
し
た
時
が
危
な
い
」

▼「
そ
れ
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
き
く
失

敗
し
た
時
に
ど
う
な
る
か
。
格
差
、
多
文

化
主
義
の
問
題
が
あ
る
。『
よ
り
狡
猾
な
ト

ラ
ン
プ
』が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
」

　
時
間
軸
も
空
間
の
広
が
り
も
大
き
い
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
最
近
は
少
し「
ま
と
も
」

に
な
っ
た
な
ど
と
い
う
、
当
方
の
甘
い
見

立
て
が
恥
ず
か
し
く
な
る
。

　
後
半
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
時
代
の
国
際
秩

序
を
論
じ
た
７
つ
の
英
語
論
文
を
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
た
。
濃
密
な
１
時
間
半
だ

っ
た
。
こ
こ
に
は
書
き
切
れ
な
い
の
で
、

ぜ
ひ
ク
ラ
ブ
の
サ
イ
ト
で
会
見
動
画
を
見

て
ほ
し
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も「
リ
ベ
ラ
ル
秩
序
の
覇

権
国
が
変
わ
る
」と
な
る
と
、
力
む
き
出

し
の
地
政
学
世
界
だ
。
リ
ベ
ラ
ル
秩
序
を

国
是
に
戦
後
72
年
間
生
き
た
日
本
に
ど
ん

な
帰
結
を
も
た
ら
す
の
か
。
大
変
な
こ
と

に
な
る
ぞ
、
と
い
う
予
感
を
残
し
た
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
委
員
長

杉
田
　
弘
毅

『
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
』、ジ
ョ
ン
ソ
ン
の『
偉

大
な
社
会
』な
ど
の
時
代
を
画
し
た
政
策

原
理
に
匹
敵
す
る
も
の
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
」▼「
レ
ー
ガ
ン
以
来
の
ネ
オ
リ
ベ

ラ
ル
な
経
済
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
末
に
金

融
利
害
に
取
り
込
ま
れ
た
資
本
主
義
は
今

の
ま
ま
で
は
長
続
き
し
な
い
」▼「
多
文

化
主
義
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
米
国
で
も

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
出
て
く
る
の
は
避
け

ら
れ
な
い
。
白
人
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
ナ
シ

　
い
く
つ
も
の
示

唆
に
富
む
発
言
が

あ
っ
た
。

　
▼「
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の『
米
国

フ
ァ
ー
ス
ト
』と

は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

の『
理
念
外
交
』、

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
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天
皇
退
位
問
題�

佐
藤
　
広
淳（
時
事
通
信
社
）

官
邸
と
宮
内
庁
担
当
の
連
携
課
題
に

　
　
陛
下
一
代
限
り
の
特
例
法
成
立
へ

　
衝
撃
的
だ
っ
た
昨
年
８
月
の
天
皇
陛
下

の「
お
言
葉
」表
明
か
ら
８
カ
月
。
政
府

の
有
識
者
会
議
は
、
陛
下
一
代
限
り
の
退

位
に
向
け
た
最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め

た
。政
府
は
特
例
法
案
を
５
月
に
提
出
し
、

今
国
会
で
成
立
さ
せ
る
方
針
だ
。

　
天
皇
の
退
位
と
い
う
明
治
時
代
以
降
で

は
例
が
な
い
テ
ー
マ
だ
け
に
、
関
係
者
の

口
は
重
く
、
取
材
は
難
航
を
極
め
た
。
ま

た
、対
応
の
主
導
権
を
握
る
首
相
官
邸
と
、

皇
室
を
よ
く
知
る
立
場
に
あ
る
宮
内
庁
の

意
思
疎
通
が
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

疑
問
を
覚
え
る
局
面
も
あ
っ
た
。
取
材
す

る
側
も
、
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る
政
治
部

と
社
会
部
の
連
携
が
課
題
と
な
っ
た
。

官
邸
と
宮
内
庁
で
異
な
る
認
識

　
天
皇
陛
下
の
退
位
の
意
向
は
昨
年
７
月

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
表
面
化
し
た
。
宮

内
庁
幹
部
は
報
道
を
否
定
し
た
が
、
取
材

を
進
め
る
と
、
陛
下
は
２
０
１
０
年
７
月

に
当
時
の
同
庁
参
与
ら
に
退
位
の
意
向
を

示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
陛
下
は
12
年
に
心
臓
手
術
を
経
験
さ
れ

た
こ
と
な
ど
で
、
退
位
の
思
い
を
強
く
さ

れ
た
が
、
同
庁
か
ら
官
邸
に
伝
え
ら
れ
た

の
は
15
年
秋
ご
ろ
だ
っ
た
。「
事
が
事
だ

け
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」。

同
庁
関
係
者
は
、
陛
下
の
意
向
の
伝
達
に

時
間
が
か
か
っ
た
背
景
を
説
明
す
る
。

　
陛
下
の
意
向
は
15
年
12
月
の
誕
生
日
会

見
で
公
表
が
検
討
さ
れ
た
が
見
送
ら
れ
、

昨
年
８
月
に
よ
う
や
く
実
現
。
宮
内
庁
関

係
者
は「
陛
下
ご
自
身
に
語
っ
て
い
た
だ

く
以
外
な
か
っ
た
」と
話
す
が
、
官
邸
か

ら
は「
宮
内
庁
の
ク
ー
デ
タ
ー
だ
」と
の

声
が
出
た
と
い
い
、
同
庁
と
官
邸
の
認
識

の
差
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

　
お
言
葉
表
明
後
、
皇
室
典
範
は
改
正
せ

ず
、
退
位
を
陛
下
一
代
限
り
の
特
例
と
す

る
政
府
方
針
が
早
々
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

有
識
者
会
議
が
始
ま
る
と
、
取
材
合
戦
の

舞
台
は
官
邸
サ
イ
ド
に
移
っ
た
が
、
宮
内

庁
担
当
記
者
も
そ
の
動
向
に
振
り
回
さ
れ

る
日
々
が
続
い
た
。

　
宮
内
庁
は
首
相
の
管
理
下
に
あ
り
、
担

当
大
臣
は
内
閣
官
房
長
官
だ
。
同
庁
は
退

位
問
題
に
関
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
官

邸
に
上
げ
て
い
る
が
、
情
報
の
行
き
着
く

先
の
取
材
担
当
は
政
治
部
。
同
庁
幹
部
は

「
政
府
や
国
会
の
動
向
を
見
守
り
た
い
」

と
口
を
閉
ざ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
年
１
月
、「
19
年
元
日
の
即
位
・
改

元
を
政
府
が
検
討
」と
の
報
道
に
、
宮
内

庁
次
長
は「
元
日
に
譲
位
、
即
位
に
関
す

る
行
事
を
設
定
す
る
の
は
難
し
い
」と
発

言
。
新
年
行
事
を
考
慮
し
た「
宮
内
庁
独

自
の
判
断
」と
し
、
今
後
官
邸
に
伝
え
る

方
針
を
示
し
た
た
め
、
官
邸
と
宮
内
庁
の

意
思
疎
通
の
在
り
方
が
再
び
注
目
さ
れ
た
。

「
政
府
主
導
」に
募
る
疑
問

　
政
府
の
有
識
者
会
議
は
非
公
開
で
行
わ

れ
、
後
日
、
議
事
録
や
議
事
概
要
が
公
表

さ
れ
た
。
だ
が
、
質
疑
応
答
や
議
論
の
場

で
同
会
議
メ
ン
バ
ー
や
政
府
関
係
者
の
発

言
者
名
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
論
点
整
理
の
公
表
後
、「
上
皇
后
」や

「
皇
嗣
」と
い
っ
た
呼
称
案
な
ど
が
次
々

と
浮
上
。
最
終
報
告
に
同
案
が
そ
の
ま
ま

書
き
込
ま
れ
た
が
、
肝
心
の「
象
徴
天
皇

の
公
務
」に
つ
い
て
の
見
解
は
盛
り
込
ま

れ
な
か
っ
た
。
政
府
の
シ
ナ
リ
オ
通
り
で

は
な
く
、議
論
は
十
分
尽
く
さ
れ
た
の
か
。

も
や
も
や
と
し
た
感
情
が
心
の
中
に
蓄
積

さ
れ
て
い
っ
た
。

　
同
会
議
は
、
天
皇
陛
下
の
退
位
に
道
筋

を
開
く
形
で
幕
を
閉
じ
た
が
、
安
定
的
な

皇
位
継
承
と
い
う
課
題
は
積
み
残
し
に
な

っ
た
ま
ま
だ
。
新
し
い
皇
室
制
度
を
作
る

の
は
政
府
や
国
会
の
役
目
だ
が
、
皇
室
の

方
々
が
望
ま
れ
る
内
容
と
大
き
な
ず
れ
が

生
じ
な
い
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　「
活
動
す
る
天
皇
」と
し
て
、
被
災
地

訪
問
や
戦
没
者
慰
霊
な
ど
に
精
力
的
に
取

り
組
ま
れ
て
き
た
陛
下
。
一
方
、
現
行
制

度
が
終
身
天
皇
制
で
あ
る
こ
と
と
の
葛
藤

に
悩
ま
れ
て
き
た
。特
例
法
案
成
立
後
は
、

約
２
０
０
年
ぶ
り
の
譲
位
に
向
け
、
過
去

に
例
を
見
な
い
取
材
が
本
格
化
す
る
。
歴

史
の
大
き
な
節
目
に
携
わ
っ
て
い
る
と
の

重
み
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
皇
室
報
道
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

さ
と
う
・
ひ
ろ
あ
つ
▼
１
９
９
６
年
入
社
　
社

会
部
警
視
庁
　
厚
生
労
働
省
な
ど
を
経
て
　
２

０
０
９
年
か
ら
宮
内
庁
担
当

天皇陛下のビデオメッセージが映し出された大型ビジョン
を見る人たち（２０１６年８月８日／大阪・道頓堀／時事通信社提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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東
芝
危
機�

野
口
　
有
香（
テ
レ
ビ
朝
日
）

〝
異
例
ず
く
め
〟

　
　
前
途
多
難
な
再
建
へ
の
道
の
り

　
４
月
11
日
。
２
０
１
６
年
度
第
３
四
半

期
決
算
書
報
告
の
締
め
切
り
で
あ
っ
た
こ

の
日
は
、
東
芝
の
失
態
が
再
度
噴
出
し
た

１
日
と
な
っ
た
。
昨
年
12
月
に
突
如
発
覚

し
た
ア
メ
リ
カ
の
原
発
事
業
の
巨
額
損
失

を
き
っ
か
け
に
、
窮
地
に
追
い
や
ら
れ
て

い
る
東
芝
。
既
に
２
度
延
期
と
な
っ
て
い

た
決
算
発
表
を
経
て
、
再
建
を
進
め
る
に

あ
た
り
、綱
川
智
社
長
は
経
営
者
と
し
て
、

覚
悟
と
本
分
を
内
外
に
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
だ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
期
待
は
早
々
に

裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

広
報「
お
答
え
で
き
る
こ
と
は
な
い
」

　
11
日
当
日
に
な
っ
て
も
、
開
示
、
記
者

会
見
の
詳
細
は
未
定
。
東
芝
広
報
に
問
い

合
わ
せ
て
も
、「
現
時
点
で
お
答
え
で
き

る
こ
と
は
な
い
」と
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
が
錯
綜
す
る

中
、
各
局
の
記
者
と
同
様
、
取
締
役
会
が

開
か
れ
る
朝
か
ら
東
芝
本
社
前
に
詰
め
て

い
た
。
昼
ニ
ュ
ー
ス
の
出
稿
に
向
け
、
取

締
役
の
車
の
入
り
の
映
像
を
収
め
る
と
同

時
に
、
突
然
案
内
が
来
る
記
者
会
見
に
備

え
る
た
め
だ
。
関
係
者
か
ら「
昼
ご
ろ
に

は
情
報
が
出
そ
う
だ
」と
情
報
が
入
る

も
、
午
後
に
な
っ
て
も
東
芝
か
ら
連
絡
は

来
な
い
。

　「
金
融
庁
と
も
め
て
い
る
ら
し
い
」と

い
う
噂
も
あ
っ
た
が
、
広
報
に
確
認
し
て

も
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
未
曽
有
の

課
題
に
直
面
し
、
東
芝
が
組
織
と
し
て
機

能
不
全
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ

っ
た
。

　
夕
刻
、
終
日
社
外
に
待
機
し
て
い
た
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
各
社
を
社
内
に
迎
え
入
れ
、

経
営
陣
が
記
者
会
見
を
開
始
し
た
の
は
午

後
６
時
45
分
だ
っ
た
。

　「
極
め
て
異
例
で
は
あ
る
が
、
独
立
監

査
人
か
ら
の
結
論
の
不
表
明
と
い
う
状
態

で
第
３
四
半
期
決
算
に
つ
い
て
公
表
す
る

こ
と
と
し
た
」

　
険
し
い
表
情
で
発
言
し
た
綱
川
社
長

は
、
監
査
法
人
か
ら
決
算
が
適
正
か
ど
う

か
お
墨
付
き
を
得
な
い「
結
論
の
不
表

明
」で
の
公
表
に
踏
み
切
っ
た
。
東
証
の

ル
ー
ル
上
、
上
場
廃
止
と
な
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
決
算
を
公
表
す
る
こ
と
を
優
先

し
た
。

取
材
対
応
も
不
誠
実

　
一
昨
年
発
覚
し
た
不
正
会
計
問
題
の
対

応
を
思
い
出
す
。
あ
の
頃
か
ら
変
わ
っ
て

い
な
い
。

　
東
芝
の
不
誠
実
な
対
応
は
記
者
団
に
対

す
る
姿
勢
に
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
会
見
に

お
け
る
記
者
か
ら
の
質
問
時
間
の
制
限

や
、
同
じ
会
見
場
に
ア
ナ
リ
ス
ト
と
メ
デ

ィ
ア
が
同
席
し
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
の
た

め
、
経
営
陣
に
直
接
質
問
が
で
き
る
記
者

は
限
ら
れ
、
い
つ
も
会
見
後
に
広
報
へ
の

対
応
が
殺
到
す
る
。

　
そ
し
て
、
そ
も
そ
も「
緊
急
」と
銘
打

っ
た
会
見
が
多
く
、
会
見
案
内
通
達
そ
の

も
の
が
直
前
で
、
議
事
運
営
能
力
自
体
に

課
題
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
。
さ
ら
に
調

査
が
終
わ
っ
た
ら
公
表
す
る
と
約
束
し
て

い
た
、
圧
力
を
か
け
た
と
さ
れ
る「
ウ
エ

ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」の
経
営
陣
の
名
前
も

明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
決
算
に
影
響
が
な
か
っ
た
た
め
と
い
う

こ
と
だ
が
、
そ
も
そ
も
圧
力
を
か
け
た
事

実
は
あ
っ
た
の
に
名
前
を
明
ら
か
に
し
な

い
対
応
に
、
記
者
か
ら
は
不
満
が
続
出
。

会
見
後
、
複
数
の
記
者
が
広
報
に
詰
め
寄

っ
た
が
、
結
局
、
納
得
で
き
る
対
応
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
一
昨
年
、
杭
打
ち
デ
ー
タ
の
偽
装
問
題

が
発
覚
し
た
企
業
が
あ
っ
た
。
事
業
の
性

質
上
、
一
企
業
の
問
題
に
収
ま
ら
な
い
ほ

ど
に
深
刻
で
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

た
。
社
会
と
真
摯
に
向
き
合
う
た
め
に
、

記
者
の
質
問
が
尽
き
る
ま
で
応
答
す
べ
き

だ
と
、
広
報
が
社
長
に
助
言
。
３
時
間
を

超
え
る
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
の
は
社
長
の

覚
悟
だ
っ
た
と
い
う
。

　
驚
く
べ
き
は
そ
の
事
後
対
応
で
、
取
材

対
応
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
当
時

の
担
当
記
者
と
の
交
流
会
を
開
催
。
外
部

か
ら
意
見
を
吸
い
上
げ
、
会
社
と
し
て
リ

ス
ク
を
想
定
す
る
。「
広
報
が
大
き
な
声

を
上
げ
な
い
限
り
、
会
社
は
う
ま
く
ま
わ

ら
な
い
」。
緊
急
時
に
は
社
内
に
呼
び
か

け
る
必
要
性
を
感
じ
、
今
後
の
教
訓
と
し

て
広
報
内
で
共
有
化
し
た
の
だ
。

　
巨
額
損
失
の
穴
埋
め
の
た
め
に
売
却
を

検
討
し
て
い
る
小
会
社「
東
芝
メ
モ
リ
」。

早
期
に
株
式
売
却
を
進
め
た
い
東
芝
だ

が
、
半
導
体
メ
モ
リ
ー
事
業
で
提
携
を
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
の「
ウ
エ
ス
タ
ン
デ
ジ

タ
ル
」が
異
議
を
唱
え
て
い
る
た
め
、
再

建
は
難
航
し
そ
う
だ
。

　
今
後
再
建
を
通
し
て
、
東
芝
の
内
部
が

ど
う
変
わ
る
か
、
取
材
を
通
し
て
追
及
し

て
い
き
た
い
。

の
ぐ
ち
・
ゆ
か
▼
２
０
０
８
年
入
社
　
朝
の
情

報
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
ど
を
経
て
　
15
年
か

ら
経
済
部
電
機
・
重
工
担
当

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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ト
ラ
ン
プ
政
権
１
０
０
日
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス�

西
田
進
一
郎（
毎
日
新
聞
社
）

強
硬
姿
勢
と
慣
例
破
り
　
本
音
は
ど
こ
に

　「
全
部
オ
フ（
ザ
・
レ
コ
ー
ド
＝
オ
フ

レ
コ
）だ
」。
米
軍
が
シ
リ
ア
へ
の
攻
撃
を

実
施
し
た
翌
４
月
７
日
午
後
１
時
10
分
ご

ろ
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
の
映
像
は
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
が
滞
在
中
の
南
部
フ
ロ
リ
ダ
州

で
演
台
に
立
つ
ス
パ
イ
サ
ー
報
道
官
を
映

し
た
。
し
か
し
、
ス
パ
イ
サ
ー
氏
が
撮
影

を
許
可
し
な
い
意
向
を
告
げ
る
と
、
ゆ
っ

く
り
方
向
を
変
え
て
演
壇
脇
を
映
し
始

め
、
や
が
て
映
像
は
途
切
れ
た
。

　
一
方
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
は
私
を
含

む
各
社
の
記
者
が
、
国
家
安
全
保
障
会
議

（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）当
局
者
に
よ
る
１
時
か
ら
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を

待
っ
て
い
た
。
予
定
時
刻
を
過
ぎ
て
間
も

な
く
、
突
然
ス
パ
イ
サ
ー
氏
の
音
声
が
記

者
会
見
場
に
流
れ
始
め
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
か
ら
の
説
明
は
な
い
。
終
了
後
、
少

し
た
っ
て
か
ら「
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は
中

止
」と
メ
ー
ル
が
き
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
取
材
は
、慣
例
破
り
、

予
測
不
可
能
な
こ
と
の
連
続
だ
。

　
ス
パ
イ
サ
ー
氏
の
定
例
記
者
会
見
も
同

様
だ
。
３
月
28
日
の
会
見
で
は
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
を
追
及
し
た

記
者
と
の
応
酬
に
い
ら
立
ち
、「
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
、
待
っ
て
」「（
答
え
て
い
る
の

だ
か
ら
）首
を
振
る
の
を
や
め
て
」な
ど

と
不
満
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
質
問
を
た
び

た
び
制
し
た
り
、
質
問
に
答
え
ず
メ
デ
ィ

ア
批
判
を
し
た
り
す
る
の
が
特
徴
だ
。
物

腰
が
柔
ら
か
く
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
だ

っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
前
大
統
領
報
道
官
と
は

対
照
的
だ
。

　
会
見
場
の
記
者
席
は
指
定
席
。
最
前
列

の
Ａ
Ｐ
通
信
や
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
な
ど
主
要

メ
デ
ィ
ア
の
質
問
が
歴
代
優
先
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
ス
パ
イ
サ
ー
氏
は
慣
例
を

破
り
、
後
列
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
以
外
の
記

者
か
ら
指
名
す
る
こ
と
や
会
見
場
の
両
脇

や
後
方
に
立
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
な
ど
外

国
人
記
者
ら
を
指
名
す
る
こ
と
が
多
い
。

日
本
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
、
質
問
で
き
る
こ

と
を
期
待
す
る
記
者
ら
で
会
見
場
は
満
杯

状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話「
ス

カ
イ
プ
」を
使
い
、
地
方
の
記
者
ら
の
参

加
を
可
能
に
し
た
。会
見
を
よ
り
開
放
し
、

主
要
メ
デ
ィ
ア
と
は
違
う
地
方
の
視
点
の

質
問
も
受
け
た
い
意
向
だ
と
い
う
。

　
こ
れ
だ
け
聞
く
と
非
常
に
開
放
的
な
政

権
の
よ
う
だ
が
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

会
見
に
出
て
い
て
気
づ
く
の
は
、
指
名
さ

れ
る
記
者
が
偏
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
ト
ラ

ン
プ
政
権
支
持
を
鮮
明
に
す
る
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ

ュ
ー
ス
や
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ビ
ジ
ネ
ス
、
さ
ら
に
右

派
系
メ
デ
ィ
ア「
ニ
ュ
ー
ス
マ
ッ
ク
ス
」

の
記
者
な
ど
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
や
り
玉

に
挙
げ
る
こ
と
が
多
い
Ｃ
Ｎ
Ｎ
や
Ｎ
Ｙ
タ

イ
ム
ズ
紙
の
記
者
を
指
名
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、
ひ
と
通
り
質
問
が
出
た
後
の
会
見

後
半
が
多
い
。
会
見
が
短
時
間
で
終
わ
れ

ば
、
批
判
的
な
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
質
問
を

受
け
な
い
ま
ま
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、「
ス
カ
イ
プ
」で
参
加
で
き
る

の
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
応
募
者
か
ら

選
ん
だ
記
者
数
人
だ
け
で
、
選
考
基
準
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
会
見
中
に
指
名
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
も
ス
パ
イ
サ
ー
氏
次
第
だ
。

会
見
場
の
記
者
と
の
や
り
と
り
が
激
し
く

な
っ
た
時
に
、「
次
は
ス
カ
イ
プ
質
問
を

受
け
る
」と
言
っ
て
指
名
し
、
結
果
的
に

「
流
れ
」を
切
る
こ
と
も
あ
る
。

記
者
締
め
出
し
の
危
う
さ

　
メ
デ
ィ
ア
対
応
の
危
う
さ
を
露
呈
し
た

の
は
、
２
月
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の

「
記
者
締
め
出
し
」だ
。
ス
パ
イ
サ
ー
氏

が
記
者
会
見
を
カ
メ
ラ
撮
影
な
し
で
報
道

官
室
で
質
問
を
受
け
る「
記
者
説
明
」に

変
更
。
報
道
陣
が
入
ろ
う
と
す
る
と
、「
電

子
メ
ー
ル
で
出
席
許
可
を
受
け
取
っ
て
い

る
記
者
限
り
」と
説
明
し
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
や
Ｎ

Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
な
ど
一
部
主
要
メ
デ
ィ

ア
、
ほ
と
ん
ど
の
外
国
メ
デ
ィ
ア
の
参
加

を
拒
否
し
た
の
だ
。「
代
表
取
材
」と
説
明

し
た
が
、
代
表
取
材
社
に
加
え
て
複
数
の

保
守
系
メ
デ
ィ
ア
の
参
加
も
認
め
る
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
選
別
の
疑
念
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
同
じ
日
、
演
説
で「
フ

ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
流
す
メ
デ
ィ
ア
は
国

民
の
敵
だ
」な
ど
と
メ
デ
ィ
ア
攻
撃
を
続

け
た
。
も
ち
ろ
ん「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」

は
論
外
だ
。
し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
が
沈
黙

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏

と
ど
う
向
き
合
う
の
か
。米
メ
デ
ィ
ア
も
、

わ
れ
わ
れ
も
問
わ
れ
て
い
る
。

に
し
だ
・
し
ん
い
ち
ろ
う
▼
１
９
９
７
年
入
社
　

社
会
部
　
政
治
部
な
ど
を
経
て
　
２
０
１
３
年

か
ら
こ
の
４
月
ま
で
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局

ホワイトハウスで開かれているスパイサー大統
領報道官の記者会見（４月11日／筆者撮影）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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産廃撤去が完了した香川県・豊島の現場。数々の
掘削痕が膨大な総量を物語る（３月28日／筆者撮影）

香 川発 地元メディアの視点から

　
現
代
ア
ー
ト
で
脚
光
を
浴
び
る
瀬
戸
内

海
に
、
ご
み
の
島
と
呼
ば
れ
た
小
さ
な
島

が
あ
る
。
国
内
最
大
規
模
と
さ
れ
る
産
業

廃
棄
物
不
法
投
棄
問
題
の
現
場
と
な
っ

た
、
香
川
県
土と

の
し
ょ
う
ち
ょ
う

庄
町
の
豊て

島し
ま

。
総
量
は
約

91
万
㌧
に
及
び
、
14
年
の
歳
月
を
費
や
し

た
県
の
撤
去
事
業
は
３
月
28
日
に
完
了
し

た
も
の
の
、
島
の
再
生
は
道
半
ば
だ
。

　
島
外
の
処
理
施
設
へ
向
か
う
、
最
後
の

産
廃
輸
送
船
が
出
る
こ
の
日
。
豊
島
の
桟

橋
で
、
岩
永
紀
美
さ
ん（
76
）が
涙
を
こ

ら
え
な
が
ら
言
っ
た
。「
今
日
と
い
う
日

が
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

■
島
民
運
動
が
歴
史
を
変
え
た

　
産
廃
問
題
の
歴
史
は
、
不
法
投
棄
に
苦

し
み
、
自
然
回
復
を
掲
げ
て
奮
闘
し
た
島

民
た
ち
の
歴
史
で
あ
る
。

　
１
９
７
５
年
、
豊
島
で
土
砂
採
取
を
行

っ
て
い
た
業
者
が
有
害
産
廃
処
理
場
建
設

の
許
可
を
県
に
申
請
し
た
。
島
民
ら
が
高

松
市
で
デ
モ
行
進
す
る
な
ど
反
対
運
動
を

展
開
し
た
と
こ
ろ
、
業
者
は「
無
害
物
に

よ
る
ミ
ミ
ズ
養
殖
」に
名
目
を
変
え
、
県

は
許
可
し
た
。
規
制
を
か
い
く
ぐ
る
形
で

島
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
産
廃
の
不
法
投

棄
は
83
年
ご
ろ
本
格
化
し
、
兵
庫
県
警
が

廃
棄
物
処
理
法
違
反
容
疑
で
摘
発
す
る
90

年
ま
で
続
い
た
。

　
指
導
監
督
す
べ
き
香
川
県
は
こ
の
間
、

無
策
だ
っ
た
。
暴
力
的
な
業
者
に
屈
し
、

そ
の
ツ
ケ
が
島
民
に
降
り
か
か
っ
た
。

　
産
廃
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
、
わ
が
物

顔
で
走
る
。
金
属
回
収
と
称
す
る
野
焼
き

で
異
臭
が
漂
い
、
ぜ
ん
そ
く
の
症
状
を
訴

え
る
子
ど
も
が
増
え
た
―
―
。
岩
永
さ
ん

に
は
当
時
の
記
憶
が
強
く
残
っ
て
い
る
。

　
摘
発
後
、
島
民
た
ち
は
撤
去
運
動
を
本

格
化
さ
せ
る
。
93
年
、
弁
護
士
中
坊
公
平

氏（
故
人
）を
弁
護
団
長
に
公
害
調
停
を

申
請
。
島
の
窮
状
を
伝
え
る
た
め
に
県
内

１
０
０
カ
所
で
座
談
会
を
開
い
た
ほ
か
、

県
議
選
に
候
補
を
擁
立
し
、
県
政
の
場
に

送
り
込
ん
だ
。
県
と
の
間
で
調
停
が
成
立

し
た
の
は
７
年
後
の
２
０
０
０
年
。
事
態

を
看
過
し
た
こ
と
を
謝
罪
さ
せ
、
産
廃
の

島
外
撤
去
の
約
束
を
取
り
付
け
た
。

■
過
疎
地
の
痛
み

　
そ
の
後
の
産
廃
撤
去
は
、
不
法
投
棄
の

深
刻
さ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
業
者
の
私
有
地
だ
っ
た
約
７
㌶
の
現
場

か
ら
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト（
破
砕
さ

れ
た
自
動
車
用
部
品
）や
廃
油
な
ど
が
際

限
な
く
見
つ
か
っ
た
。
県
が
当
初
約
67
万

４
千
㌧
と
み
て
い
た
総
量
は
、
作
業
が
進

む
に
つ
れ
て
25
万
㌧
近
く
も
増
え
た
。
４

８
７
億
円
と
推
計
し
た
費
用
は
７
２
７
億

円
に
膨
ら
ん
だ
。

　
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、
問
題
の

根
幹
は
一
業
者
の
不
法
行
為
に
あ
る
の
で

は
な
い
と
い
う
点
だ
。「
大
量
消
費
す
る

都
市
の
廃
棄
物
は
、
離
島
な
ど
過
疎
地
に

向
か
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
豊
島
産
廃
問
題

は
そ
の
象
徴
だ
」。
環
境
経
済
学
が
専
門

で
京
都
大
大
学
院
教
授
だ
っ
た
植
田
和
弘

氏
か
ら
７
年
前
に
聞
い
た
話
は
、
都
市
部

と
過
疎
地
の
関
係
、
そ
し
て
私
た
ち
の
生

活
様
式
も
問
う
て
い
た
。

　
産
廃
撤
去
が
終
わ
っ
た
豊
島
だ
が
、
将

来
像
は
見
通
し
づ
ら
い
。
県
に
よ
る
現
場

で
の
汚
染
地
下
水
浄
化
は
環
境
基
準
を
満

た
す
ま
で
に
10
年
以
上
か
か
る
予
定
で
、

失
わ
れ
た
白
砂
青
松
の
修
復
は
手
付
か
ず

の
ま
ま
だ
。
人
口
約
８
５
０
人
の
島
の
高

齢
化
率
は
50
％
前
後
で
、
豊
島
産
廃
問
題

の
風
化
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
豊
島
に
あ
っ
て
、
現
代
ア
ー

ト
を
楽
し
む
観
光
客
の
増
加
は
明
る
い
話

題
だ
。
３
年
に
１
度
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
の
舞
台
の
１
つ
と
し
て
、
施
設
や
作
品

の
集
積
が
進
ん
だ
。
日
本
人
だ
け
で
な
く

ア
ジ
ア
、
欧
米
か
ら
の
外
国
人
観
光
客
が

島
内
を
巡
る
姿
は
日
常
と
な
っ
た
。
産
廃

問
題
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
、
島
民
の
ま
と
め
役
・
安
岐
正
三

さ
ん（
66
）は
、
現
場
に
あ
る
資
料
館
を

島
の
玄
関
口
で
あ
る
港
の
近
く
に
移
す
構

想
を
抱
い
て
い
る
。

　
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
岡
山
県
に
と
っ

て
、
県
は
違
え
ど
島
と
は
古
く
か
ら
結
び

つ
い
て
お
り
、
切
り
離
せ
な
い
関
係
性
が

あ
る
。
豊
島
が
ど
の
よ
う
な
再
生
の
道
筋

を
た
ど
る
の
か
。
地
元
紙
と
し
て
取
材
を

続
け
た
い
。

う
す
き
・
ま
さ
ず
み
▼
１
９
９
５
年
入
社
　

福
山
支
社
　
社
会
部
　
編
集
委
員
な
ど
を
経

て
　
２
０
１
４
年
３
月
か
ら
高
松
支
局
長

臼杵　正純
（山陽新聞社高松支局）

新・列島報告❾　香川県・豊島

91万トンの産廃撤去
終了するも再生道半ば
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きたむら・せつこ
1972年読売新聞東京本社入社　
社会部　婦人部（後の生活情報部）　
地方部　調査研究本部などを
経て　2008年法務省中央更生
保護審査会委員　16年高エネ
ルギー加速器研究機構監事

書いた話　書かなかった 話

　
生
活
情
報
部
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
で
の

仕
事
が
長
か
っ
た
。
日
々
の
出
来
事
か
ら

世
の
中
を
見
る
、
と
い
う
仕
事
な
の
で
、

抜
い
た
抜
か
れ
た
の
戦
歴
や
、
政
財
界
の

大
物
と
交
わ
っ
た
秘
話
、
と
い
っ
た
も
の

が
残
念
な
が
ら
、
な
い
。
が
、
昭
和
の
あ

の
頃
を
振
り
返
る
と
、「
年
金
の
こ
と
を

知
ろ
う
」と
い
う
実
用
記
事
が「
高
齢
化

で
将
来
危
な
い
ぞ
」と
い
う
危
機
感
に
つ

な
が
り「
社
会
保
障
部
」と
い
う
独
立
部

門
を
生
み
出
す
に
至
っ
て
い
る
し
、「
上

手
な
受
診
の
仕
方
」み
た
い
な
半
ば
実
用

記
事
が
、
日
進
月
歩
の
医
療
技
術
報
告
と

相
ま
っ
て「
医
療
情
報
部
」を
誕
生
さ
せ

て
も
い
る
。
面
白
い
時
代
だ
っ
た
。

◆
取
材
か
ら
隊
員
に

　
で
、「
秘
話
」で
あ
る
。
右
記
の
よ
う

な
事
情
で
、
日
常
取
材
の
対
象
は「
一
般

の
人
」。
だ
か
ら
、
ト
ン
デ
モ
話
も
あ
っ

た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
面
白
お
か
し
く
書
け

る
種
類
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
は
私
の

も
う
１
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
っ
た
、
登

山
の
世
界
で
の「
失
敗
談
」に
近
い「
秘

話
」と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
な
。

　「
女
は
支
局
に
出
せ
ぬ
」と
の
こ
と
で
、

本
社
社
会
部
で
新
人
修
行
の
身
だ
っ
た
１

９
７
３
年
。「
ネ
パ
ー
ル
政
府
か
ら
日
本

の
女
子
登
攀
ク
ラ
ブ
に
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山

許
可
が
出
た
」（
当
時
、
同
峰
の
入
山
許
可

は
春
と
秋
に
各
一
隊
の
み
。
狭
い
門
だ
っ

た
）と
い
う
ベ
タ
外
電
を
発
見
し
た
。
本

格
的
な
登
山
を
す
る
女
性
は
ご
く
稀
だ
っ

た
時
代
、「
女
性
だ
け
で
登
る
」と
い
う

先
鋭
的
な
同
ク
ラ
ブ
は
、
冬
山
デ
ビ
ュ
ー

し
た
て
の
私
に
と
っ
て
刺
激
的
な
お
姉
様

集
団
だ
っ
た
。
そ
の
ク
ラ
ブ
の
、
な
ん
と

野
心
的
な
試
み
！

　
さ
っ
そ
く
取
材
に
行
き
、
話
を
聞
く
に

及
ん
で
、
即
、
入
隊
志
願
。
い
く
つ
か
の

「
テ
ス
ト
」を
経
て
、
結
局
、
私
は
75
年

の「
エ
ベ
レ
ス
ト
日
本
女
子
登
山
隊
」の

年
少
隊
員
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
会
社
が

後
援
し
て
く
れ
、
駆
け
出
し
記
者
の
隊
員

参
加
が
許
さ
れ
た
、
よ
き
時
代
で
あ
る
。

　
こ
の
隊
の「
女
性
世
界
初
・
最
高
峰
登

頂
」に
至
る
成
功
物
語
は
多
く
語
ら
れ
て

き
た
の
で
、こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
た
だ
、

新
人
二
等
兵
だ
っ
た
私
は
同
隊
で
の
意
外

な
？
活
躍
も
あ
り
、
登
頂
者
に
な
っ
た
田

部
井
淳
子
登
攀
隊
長
と
親
し
く
な
っ
た
。

「
ウ
マ
が
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
以
来
、

い
く
つ
か
の
海
外
遠
征
を
共
に
し
、
復
帰

し
た
記
者
業
で
は
、
生
活
情
報
部
の
仕
事

の
他
、
事
情
が
許
す
範
囲
で
山
岳
記
事
も

書
く
よ
う
に
。

　
そ
し
て
そ
ん
な
中
、81
年
の
チ
ベ
ッ
ト
・

シ
シ
ャ
パ
ン
マ
峰（
８
０
１
２
㍍
）の
女

子
隊
遠
征
で
は
、な
ん
と
女
子
隊
の
隊
長
・

田
部
井
、
副
隊
長
・
北
村
と
い
う
布
陣
で

臨
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
中
国
の
登
山
界
は
海
外
に
門
戸

を
開
い
た
ば
か
り
。
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ（
エ

ベ
レ
ス
ト
の
中
国
側
呼
称
）に
は
80
年
に

日
本
隊
の
大
部
隊
が
入
山
を
果
た
し
て
い

た
が
、シ
シ
ャ
パ
ン
マ
は
さ
ら
に
西
部
の
、

外
国
人
の
入
り
に
く
い
地
域
で
あ
り
、「
そ

ん
な
奥
地
に
行
く
な
ら
」と
、
こ
れ
も
会

社
が
取
材
を
条
件
に
参
加
を
認
め
て
く

れ
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
。

◆
田
部
井
隊
長
と
２
人
で

　
受
け
入
れ
側
の
中
国
登
山
協
会
で
は
、

ネ
パ
ー
ル
で
シ
ェ
ル
パ
に
該
当
す
る「
協

力
員
」に
、四
川
省
第
八
一
解
放
軍
の
メ
ン

バ
ー
を
充
て
て
き
た
。
山
岳
国
境
警
備
を

担
う
精
鋭
部
隊
、と
い
う
触
れ
込
み
で
あ
る
。

　
荒
涼
と
し
た
チ
ベ
ッ
ト
の
大
地
を
、
州

都
ラ
サ
か
ら
解
放
軍
ト
ラ
ッ
ク
や
ジ
ー
プ

で
西
進
す
る
こ
と
８
０
０
余
㌖
。
目
的
の

山
の
裾
、
５
６
０
０
㍍
地
点
に
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
を
張
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
氷
河
上

に
着
々
と
キ
ャ
ン
プ
を
進
め
る
。
か
っ
こ

い
い
で
し
ょ
う
？

チ
ベ
ッ
ト 

幻
の
山
へ

　
８
０
１
２
メ
ー
ト
ル
峰
、
頂
上
の
旗

�

北
村

　節
子
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書 いた話　書かなかった話

　
最
終
局
面
、
私
と
田
部
井
さ
ん
は
２
つ

の
雪
壁
を
越
え
て
７
３
５
０
㍍
キ
ャ
ン
プ

を
設
営
し
た
。私
は
そ
こ
か
ら
引
き
返
し
、

田
部
井
さ
ん
は
、
協
力
員
リ
ー
ダ
ー
、
レ

ン
チ
ン
ピ
ン
ツ
ォ
と
も
う
一
人
の
協
力
員

と
を
伴
っ
て
、さ
ら
に
最
終
キ
ャ
ン
プ
へ
。

そ
し
て
４
月
30
日
、
登
頂
。
酸
素
ボ
ン
ベ

は
携
帯
し
た
が
、
無
酸
素
登
頂
だ
っ
た
と

い
う
。
加
え
て
、
頂
上
直
下
は
ピ
ッ
ケ
ル

も
は
ね
返
す
硬
い
氷
で
緊
張
し
た
由
、
翌

日
、
６
９
５
０
㍍
の
テ
ン
ト
で
合
流
し
た

彼
女
は「
疲
れ
た
～
」と
語
っ
た
。

　
し
か
し
、と
も
か
く
も
隊
は
成
功
し
た
。

長
く
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
内
に
あ
っ
て
、
外

国
人
に
は
触
れ
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
か
っ

た「
幻
の
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
」に
、
わ
れ
わ

れ
は
登
っ
た
の
で
あ
る
。

◆
国
旗
が
逆
だ
！

　
な
ん
だ
、
た
ん
な
る
自
慢
話
か
い
、
と

思
わ
れ
ま
し
た
か
？
　
い
え
い
え
、「
秘

話
」は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　
帰
国
後
、
頂
上
写
真
を
現
像
し
て
、
あ

っ
と
絶
句
。
登
頂
証
拠
と
し
て
貴
重
な
そ

の
１
枚
。
田
部
井
さ
ん
が
掲
げ
る
日
の
丸

と
五
星
紅
旗
。
な
ん
と
、
中
国
旗
が
上
下

逆
な
の
だ
！

　
田
部
井
さ
ん
は「
レ
ン
ち
ゃ
ん（
リ
ー

ダ
ー
を
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
呼
ん
で
い
た
）

が
結
ん
で
く
れ
た
よ
う
な
」と
言
う
。（
デ

ジ
カ
メ
出
現
以
前
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ

れ
た
し
。
現
場
で
の
確
認
の
術
は
な
か
っ

た
。
加
え
て
、
レ
ン
ち
ゃ
ん
は
歴
戦
の
登

攀
で
右
手
３
本
の
指
が
な
い
。
登
頂
者
は

い
ず
れ
も
無
酸
素
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
る

状
況
に
あ
っ
た
こ
と
も
ご
記
憶
か
）。
こ

れ
は
公
表
で
き
な
い
！

　
救
い
の
神
が
い
た
。
こ
の
遠
征
に
は
、

チ
ベ
ッ
ト
奥
地
を
撮
影
し
た
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

名
義
後
援
。
登
山
部
分
以
外
の
撮
影
を
し

て
い
た
が
、
い
き
さ
つ
を
知
っ
た
カ
メ
ラ

マ
ン
の
Ｏ
氏
が「
任
せ
ろ
」と
極
秘
任
務

を
買
っ
て
出
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
手
練

れ
の
腕
で
、修
正
は
見
事
に
仕
上
が
っ
た
。

　
登
山
界
で
は
、
頂
上
写
真
に
手
を
加
え

る
な
ど
大
反
則
。
が
、
こ
と
は
国
家
の
名

誉
、
そ
れ
に
レ
ン
ち
ゃ
ん
の
処
遇
に
も
か

か
わ
り
か
ね
ぬ
。
登
頂
を
ね
つ
造
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
と
、
こ
こ

に
田
部
井
・
北
村
と
Ｏ
氏
、
周
辺
の
数
人

の「
秘
密
」が
成
立
。
提
稿
、
報
道
発
表

が
ク
リ
ア
で
き
た
。

◆
奇
跡
の
再
会

　
話
は
さ
ら
に
続
く
。
公
表
写
真
の
旗
は

ま
っ
と
う
な
位
置
で
は
た
め
い
て
い
る
。

が
、
レ
ン
ち
ゃ
ん
の
そ
の
後
は
？
　
も
し

や「
上
下
逆
」が
当
局
の
耳
に
も
届
い
て

い
た
ら
…
。
チ
ベ
ッ
ト
族
の
解
放
軍
と
い

う
の
は
微
妙
な
立
ち
位
置
か
も
し
れ
ず
、

気
に
な
る
。

　
そ
ん
な
気
持
ち
の
ま
ま
、
95
年
夏
、
私

は
田
部
井
さ
ん
と
ス
イ
ス
、
グ
リ
ン
デ
ル

ワ
ル
ド
に
い
た
。
２
人
の
年
齢
の
合
計
が

１
０
０
歳
に
な
っ
た
の
を
記
念
し
て
、ア

イ
ガ
ー
に
登
ろ
う
と
や
っ
て
き
た
の
だ
。

ま
ず
は
物
見
高
く
ア
イ
ガ
ー
北
壁
を
貫
く

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
鉄
道
に
乗
る
。
列
車
は
ず

っ
と
岩
壁
を
貫
く
ト
ン
ネ
ル
を
進
む
が
、

１
カ
所
、
北
壁
の
中
腹
に
窓
が
開
か
れ
、

ガ
ラ
ス
越
し
に
内
部
か
ら
外
を
覗
け
る
展

望
台
が
あ
っ
て
列
車
は
小
停
止
す
る
。

　
ど
れ
ど
れ
、
と
窓
に
近
寄
る
私
。
と
、

ど
う
も
中
国
人
、
そ
れ
も
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な

ん
か
着
慣
れ
な
い
田
舎
の
人
、
と
い
う
感

じ
の
男
性
客
が
２
人
。
当
時
、
中
国
語
に

凝
っ
て
い
た
私
は
軽
い
気
持
ち
で
語
り
掛

け
る
。「
中
国
の
人
？
」「
そ
う
だ
よ
」「
ど

こ
か
ら
？
」「
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
」「
へ
え
、
チ

ベ
ッ
ト
は
行
っ
た
こ
と
あ
る
。
知
人
も
い

る
よ
」「
な
ん
て
い
う
人
？
」「
レ
ン
チ
ン
ピ

ン
ツ
ォ
っ
て
人
」

　
と
た
ん
に
、
そ
の
男
は
私
を
正
面
か
ら

睨
む
よ
う
に
見
つ
め「
そ
れ
は
俺
だ
！
」、

続
い
て「
あ
い
や
ー
、
ベ
イ
ツ
ン（
北

村
）！
」
と
あ
た
り
が
振
り
向
く
大
声
。

う
っ
そ
～
。
こ
ん
な
こ
と
っ
て
あ
り
か
！

　「
デ
ン
ブ
チ
ン（
田
部
井
）も
来
て
い
る

よ
！
」「
ど
こ
だ
ど
こ
だ
！
」―
―
そ
の
後
、

機
関
銃
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
経
て
、
翌

日
の
ラ
ン
チ
は
街
で
一
緒
に
、と
な
っ
た
。

15
年
を
２
時
間
で
語
る
の
は
忙
し
い
。
レ

ン
ち
ゃ
ん
は
日
本
女
子
隊
の
登
頂
支
援
で

階
級
を
上
げ
、
チ
ベ
ッ
ト
に
関
心
の
あ
る

欧
州
の
プ
ロ
登
山
家
に
招
か
れ
て
ア
ル
プ

ス
見
物
に
来
て
い
た
、と
い
う
。ご
出
世
！
　

め
で
た
い
！

　
思
わ
ぬ
再
会
。「
け
ん
責
は
な
か
っ

た
！
」と
い
う
安
堵
感
。
ど
こ
ろ
か
、
献

身
的
な
レ
ン
ち
ゃ
ん
が
あ
の
遠
征
を
機
に

出
世
し
た
と
い
う
嬉
し
さ
。
そ
の
後
、
私

た
ち
の
ア
イ
ガ
ー
・
ミ
ッ
テ
ル
レ
ギ
稜
登

攀
も
ル
ン
ル
ン
気
分
で
成
功
し
、
あ
れ
は

素
晴
ら
し
い
旅
に
な
っ
た
。

　
田
部
井
さ
ん
は
昨
年
、
癌
と
の「
果
敢

で
明
る
い
闘
病
」の
末
、
亡
く
な
っ
た
。

彼
女
も
上
下
逆
国
旗
事
件「
当
事
者
」の

１
人
だ
っ
た
が
、
も
う
笑
っ
て
話
し
て
も

い
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
彼
女
と
の
思
い
出

深
い
山
の
歴
史
の
一
コ
マ
で
も
あ
る
。

「頂上の旗」をご覧あれ－シシャパンマ登攀を果たした
田部井淳子さん（1981年／女子登攀クラブ提供）



No.567　2017.5.10　日本記者クラブ会報⃝ 14

葉
だ
。
避
難
者
が
本
格
的
に
帰
還
し
て
か

ら
が
復
興
の
始
ま
り
で
あ
り
、
避
難
指
示

解
除
は
１
つ
の
節
目
で
し
か
な
い
。
避
難

区
域
だ
っ
た
各
自
治
体
の
復
興
は
こ
れ
か

ら
正
念
場
を
迎
え
る
。

■
中
山
間
地
の
避
難
区
域 

　
農
業
再
生
が
復
興
策
の
鍵

　「（
古
里
に
）戻
る
と
な
れ
ば
、
仕
事
な
ど

特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
戻
ら
な
い
と
思

う
」。
あ
る
子
育
て
世
代
の
避
難
者
を
取

材
し
た
時
に
返
っ
て
き
た
言
葉
だ
。
そ
の

人
は
、
こ
う
続
け
た
。「
若
い
人
が
村
に
戻

る
メ
リ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
が
大
事
。
営
農

再
開
に
力
を
入
れ
た
り
、
雇
用
の
場
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
う
し

な
い
と
超
高
齢
化
の
村
に
な
っ
て
し
ま
う
」

　
避
難
指
示
か
ら
６
年
が
す
ぎ
、
子
ど
も

こ
ん
の
・
ひ
ろ
き
▼
２
０
０
７
年
入
社
　
14
年

４
月
か
ら
17
年
３
月
ま
で
川
俣
支
局
長
と
し
て

飯
舘
村
　
川
俣
町
山
木
屋
地
区
の
取
材
を
担

当
し
た
　
４
月
か
ら
社
会
部
キ
ャ
ッ
プ

被災地通信�　福島県　４町村避難指示解除

「古里」再生へ交差する思い
行政運営これからが正念場

紺野　裕喜（福島民友新聞社）

水田が広がる飯舘村内。避難指示解除されたが、田植
えを準備する光景はまだ少ない（４月24日／折笠善昭撮影）

　
今
春
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

に
よ
る
避
難
指
示
が
４
町
村
で
一
部
を
除

い
て
解
除
さ
れ
た
。
浪
江
町
、
飯
舘
村
、

川
俣
町
山
木
屋
地
区
、
富
岡
町
の
解
除
に

よ
り
、
避
難
区
域
の
全
体
面
積
は
当
初
の

１
１
５
０
平
方
㌔
か
ら
約
３
７
０
平
方
㌔

と
約
３
分
の
１
に
縮
小
さ
れ
た
。
面
積
は

県
全
体
の
２
・
７
％
に
当
た
る
。
対
象
人

口
は
３
万
１
８
２
２
人
で
過
去
最
大
規
模

だ
っ
た
。
し
か
し
、
帰
還
困
難
区
域
は
避

難
区
域
と
し
て
残
っ
た
ま
ま
だ
。

　「
避
難
指
示
解
除
は
復
興
の
ス
タ
ー
ト

で
あ
り
、
終
わ
り
で
は
な
い
」。
政
府
が

住
民
や
地
元
議
会
な
ど
と
協
議
す
る
際
、

政
府
関
係
者
か
ら
何
度
も
聞
か
さ
れ
た
言

た
ち
は
通
学
す
る
学
校
に
慣
れ
た
。
進
学

先
に
も
通
学
し
や
す
く
、
利
便
性
の
高
い

都
市
部
の
避
難
先
に
生
活
拠
点
を
移
し
た

避
難
者
は
多
い
。子
育
て
世
代
に
限
ら
ず
、

避
難
区
域
と
な
っ
た
古
里
で
、
買
い
物
場

所
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
原
発
事
故
前

の
よ
う
な
状
況
に
戻
ら
な
い
中
、
生
活
す

る
に
は〝
特
別
な
理
由
〟が
必
要
だ
ろ
う
。

生
業
の
再
生
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
そ
の
１
つ
が
農
業
復
興
と
考
え
て
い

る
。
阿
武
隈
高
地
に
位
置
し
た
中
山
間
地

域
の
飯
舘
村
と
川
俣
町
山
木
屋
地
区
は
原

発
事
故
前
ま
で
、
農
業
が
産
業
の
基
盤
だ

っ
た
。
こ
の
う
ち
飯
舘
村
で
は
、
か
つ
て

幹
線
道
路
沿
い
で
数
多
く
見
ら
れ
た
田
植

え
を
準
備
す
る
光
景
は
ま
だ
少
な
い
。

　
震
災
前
ま
で
全
世
帯
の
約
55
％
が
農
業

に
関
わ
っ
て
い
た
。
１
２
２
９
戸
の
農
業

者
が
い
た
が
、
県
の
営
農
再
開
支
援
の
補

助
金
な
ど
を
活
用
し
て
農
業
を
再
開
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
55
戸
で
全
体
の
５
％

ほ
ど
。
中
山
間
地
で
農
業
を
営
む
姿
が
戻

る
ま
で
の
道
の
り
は
長
く
険
し
い
。

■
先
駆
者
の
姿
が
光
に 

　
自
治
体
も
支
援
に
注
力

　
し
か
し
、
い
ち
早
く
帰
還
を
選
択
す
る

農
業
者
が
抱
く
村
再
生
へ
の
思
い
は
強

い
。
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
る
。
イ
チ
ゴ
栽
培
を
村
内
で

再
開
し
た
農
業
者
は「
先
駆
者
と
し
て
村

内
に
戻
り
、
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、
戻
っ

て
来
る
人
や
後
継
者
も
出
て
き
て
く
れ
る

は
ず
」と
話
す
。

　
先
駆
者
の
姿
が
復
興
の
光
と
な
る
。
飯

舘
村
役
場
の
担
当
者
も「
こ
こ
は
農
村
な

ん
で
す
。
最
初
に
村
内
で
農
業
者
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
が
大
事
」と
支
援
に
力
を
注

ぐ
。
成
果
が
見
え
る
の
は
十
数
年
後
か
も

し
れ
な
い
が
、
復
興
の
芽
が
育
ち
、
農
作

業
す
る
住
民
の
姿
が
多
く
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　
政
府
は
復
興
策
の
基
本
方
針
と
し
て
復

興
期
間
を
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
10
年
間

と
定
め
た
。
避
難
区
域
と
な
っ
た
各
自
治

体
か
ら
は「
残
り
４
年
し
か
な
い
」と
焦

り
の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。「
い
ま
着
手

し
な
け
れ
ば
、
国
の
復
興
支
援
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
」と
の
危
機
感
か
ら
だ
。

　
今
春
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
自
治

体
は
政
府
の
言
葉
通
り
な
ら
ば「
ス
タ
ー

ト
地
点
に
立
っ
た
と
こ
ろ
」。
帰
還
す
る

住
民
は
少
人
数
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
お
り
、
行
政
運
営
は
大
転
換
を
迫
ら
れ

る
。
少
人
数
で
も
自
治
体
を
維
持
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
に
は
時
間
が
か
か
る

だ
ろ
う
。
長
期
的
な
視
点
で
の
復
興
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

東日本大震災から6年2カ月� 被災地はい ま
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リ レーエッセー

〝
天
皇
〟と
呼
ば
れ
た
バ
ン
カ
ー

　
　磯
田
一
郎
氏
を
追
っ
た
２
年

瀬
下
　
英
雄（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
）

堅
商
社
、
安
宅
産
業
を
合
併
す
る
か
ど
う

か
で
激
し
い
つ
ば
ぜ
り
合
い
を
繰
り
広
げ

て
い
た
。

　
住
友
銀
行
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
す
る
安

宅
産
業
は
カ
ナ
ダ
で
の
精
油
事
業
が
73
年

の
石
油
危
機
で
破
綻
、
そ
の
膨
大
な
負
債

が
安
宅
産
業
本
体
を
倒
産
へ
と
追
い
つ
め

て
い
た
。

　
そ
の
金
融
的
な
影
響
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク

だ
け
で
な
く
、
他
の
大
手
銀
行
に
も
及
ぶ

「
昭
和
金
融
恐
慌
」の
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
、
大
蔵
省（
現
財
務
省
）も
動
き
出
し

て
い
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
磯
田
氏
は
76
年
１
月
12

を
中
心
に
合
併
反
対
が
根
強
か
っ
た
。
交

渉
決
裂
か
と
思
わ
れ
た
が
、同
12
月
21
日
、

磯
田
氏
は
瀬
島
氏
と
の
会
談
で
合
併
後
債

務
は
銀
行
団
で
補
填
す
る
と
表
明
、
事
態

は
一
気
に
動
い
た
。

　
こ
の
頃
、
私
の〝
夜
回
り
〟は
磯
田
氏

の
東
京
の
常
宿
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
ス
イ
ー

ト
ル
ー
ム
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
椅
子

で
待
つ
か
、
時
に
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
あ
る
晩
、
部
屋
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
。

〝
住
み
慣
れ
た
〟部
屋
と
い
う
感
じ
で
片
隅

に
置
か
れ
た
た
ん
す
か
ら
衣
類
が
は
み
出

し
て
い
た
り
し
た
。
磯
田
氏
の
語
り
口
は

自
信
に
満
ち
、
銀
行
団
と
し
て
の
考
え
を

明
解
に
話
し
た
。
も
っ
と
ド
ン
ド
ン
聞
い

て
く
れ
と
い
う
雰
囲
気
さ
え
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
磯
田
氏
は
安
宅
産
業
の
破
綻
処

理
を〝
勲
章
〟に
77
年
６
月
頭
取
に
就
任
、

住
友
銀
行
は
磯
田〝
天
皇
〟の
も
と
快
進

撃
を
続
け
た
が
、
時
代
は
85
年
プ
ラ
ザ
合

意
を
機
に
バ
ブ
ル
へ
と
進
む
。

　
業
績
拡
大
に
執
念
を
燃
や
す
磯
田
氏

は
、
会
長
と
し
て
86
年
、
不
良
債
権
の

塊
と
さ
え
い
わ
れ
た
平
和
相
互
銀
行
の

合
併
に
踏
み
切
る
。
こ
の
時
か
ら
住
友

銀
行
と
日
本
の
裏
社
会
と
の
関
係
が
始

ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
バ
ブ
ル
本
番
。
日

本
の
金
融
機
関
は
タ
ガ
が
外
れ
た
よ
う

に
、
株
や
土
地
投
機
に
さ
え
資
金
を
提

供
し
て
い
た
。

　
そ
し
て
90
年
10
月
５
日
、
住
友
銀
行

大
塚
支
店
長
が
出
資
法
違
反
で
警
察
に

逮
捕
さ
れ
る
と
、
２
日
後
、
磯
田
氏
は

突
然
、
会
長
辞
任
を
表
明
し
た
。
住
友

銀
行
系
の
商
社
イ
ト
マ
ン
の
経
営
陣
に

入
り
込
ん
だ
裏
社
会
の
人
物
と
、
磯
田

氏
の
家
族
と
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
さ
さ

や
か
れ
て
い
た
。

　
会
長
辞
任
か
ら
３
年
、
磯
田
氏
は
こ

の
世
を
去
る
。
そ
し
て
バ
ブ
ル
は
崩
壊

へ
と
向
か
っ
て
い
た
。

（
せ
じ
も
・
ひ
で
お
　
元
広
報
局
長
）

次
号
は
久
保
伸
太
郎
さ
ん（
読
売
新

聞
東
京
本
社
相
談
役
）に
バ
ト
ン
が
渡

り
ま
す
。

　
磯
田
一
郎
氏
は
住
友
銀
行（
現
三
井

住
友
銀
行
）の
頭
取
・
会
長
を
務
め〝
天

皇
〟と
呼
ば
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
だ

が
同
時
に〝
天
皇
〟ま
で
の
栄
光
と
、

そ
れ
に
続
く
没
落
を
も
併
せ
持
つ
、
日

本
で
は
類
い
ま
れ
な
数
奇
な
運
命
を
た

ど
っ
た
バ
ン
カ
ー
で
も
あ
っ
た
。
私
が

２
年
間
み
た
の
は
、
栄
光
へ
と
進
む
磯

田
一
郎
氏
だ
っ
た
。

　
１
９
７
６
年
、
暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ

た
あ
る
夜
。
東
京
・
帝
国
ホ
テ
ル
の
ス

イ
ー
ト
ル
ー
ム
の
ド
ア
の
前
に
私
は
立

っ
て
い
た
。
室
内
に
い
る
の
は
磯
田
一

郎
住
友
銀
行
副
頭
取（
当
時
）。
部
屋

か
ら
電
話
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
相

手
は
わ
か
ら
な
い
。「
瀬
島
が
ウ
ン
と

言
わ
な
い
ん
だ
」と
は
聞
こ
え
た
が
、

後
は
聞
き
取
れ
な
い
。
細
か
い
数
字
の

話
を
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
瀬
島
と
は
瀬
島
龍
三
伊
藤
忠
商
事
副

社
長（
当
時
）。
磯
田
氏
と
瀬
島
氏
と

は
こ
の
時
、
伊
藤
忠
商
事
が
関
西
の
中

緊急記者会見で辞任を発表　住
友銀行の磯田一郎会長（１９９０年10
月７日／時事通信写真部・山本浩撮影）

日
、
安
宅
産
業
が
伊
藤
忠
商
事
と
合
併

含
み
で
業
務
提
携
に
入
る
こ
と
を
公

表
、
同
10
月
12
日
に
は
合
併
案
を
提
示

し
た
。
だ
が
、
伊
藤
忠
商
事
は
け
ん
も

ほ
ろ
ろ
だ
っ
た
。

　
最
大
の
争
点
は
合
併
後
に
巨
額
の
債

務
が
見
つ
か
っ
た
場
合
の
対
応
だ
っ

た
。
伊
藤
忠
商
事
の
経
営
陣
は
瀬
島
氏
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■
サ
ボ
る
政
治
　
惰
性
が
日
本
を
ダ
メ
に

す
る

坂
本
　
英
二
（
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
）

■「
ミ
ヤ
ネ
屋
」
の
秘
密
　
大
阪
発
の
報

道
番
組
が
全
国
人
気
に
な
っ
た
理
由

春
川
　
正
明
（
読
売
テ
レ
ビ
解
説
委
員
長
）

■
落
穂
拾
記
―
新
聞
記
者
の
後
始
末

羽
原
　
清
雅
（
朝
日
新
聞
出
身
）

■
正
し
い
コ
ピ
ペ
の
す
す
め
　
模
倣
、
創

造
、
著
作
権
と
私
た
ち

宮
武
　
久
佳
（
共
同
通
信
出
身
）

政
治
が
手
を
つ
け
な
い
問
題
こ
そ
本
質
　

　
予
算
の
ほ
ぼ
全
て
と
法
律
の
多
く
は
政

府
案
の
ま
ま
成
立
し
ま
す
。
国
会
で
与
野

党
は
日
常
的
に
激
し
く
対
決
し
、
接
点
を

見
い
だ
す
努
力
は
か
す
ん
で
い
ま
す
。

　
本
書
は
長
年
の
政
治
取
材
で
痛
感
し
た

疑
問
点
を
広
く
世
に
問
う
の
が
狙
い
で

す
。
国
会
は
根
本
問
題
に
手
を
つ
け
ず
、

立
憲
政
治
は
ゆ
が
み
、
今
の
ま
ま
な
ら
参

院
は
不
要
で
、
日
本
は
選
挙
が
多
す
ぎ
る

―
―
。
統
治
機
構
の
在
り
方
へ
の
問
題
提

起
に
は
異
論
反
論
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

う
し
た
議
論
こ

そ
が
今
の
日
本

に
は
必
要
だ
と

感
じ
ま
す
。

◎
会
員
の
新
刊
書
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
会
員
の
皆
さ
ん
が
出
版
さ
れ
た
本
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
字
程
度
で
内

容
や
狙
い
を
お
ま
と
め
く
だ
さ
い
。
お
問

い
合
わ
せ
は
担
当
の
村
田
茜
ま
で
。

電
話
：
０
３
－
３
５
０
３
－
２
７
２
９

メ
ー
ル
：m

urata@
jnpc.or.jp

日本経済新聞出版社
１７２８円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会員の著 書

生
放
送
こ
そ
テ
レ
ビ
の
醍
醐
味
　
世
の
中

に
極
端
な
言
論
が
溢
れ
多
様
性
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
や
考

え
方
を
提
示
す
る
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
に
求

め
ら
れ
る
。
東
京
に
比
べ
て
人
員
も
予
算

私
見
私
観
を
楽
し
む
　
40
年
間
の
新
聞
記

者
生
活
を
終
え
た
こ
ろ
、
リ
ベ
ラ
ル
の
立

場
を
と
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
オ
ル
タ
」

主
宰
の
加
藤
宣
幸
さ
ん
に
誘
わ
れ
、月
１
、

２
本
備
忘
録
代
わ
り
に
書
い
た
記
事
が
大

半
で
約
90
本
。
長
い
政
治
記
者
の
経
験
か

ら
、リ
タ
イ
ア
後
の
政
治
の
動
向
が
半
分
、

あ
と
は
旧
任
地
が
ら
み
、
世
相
、
教
育
な

ど
。
気
が
付
く

と
、政
治
、社
会

を
カ
ー
ブ
さ
せ

る
小
選
挙
区
制

新
聞
と
著
作
権
の
関
係
と
は
？
　
記
者
だ

っ
た
こ
ろ
、
自
分
が
書
い
た
記
事
が
次
か

ら
次
へ
と
コ
ピ
ー
さ
れ
る
の
を
、「
広
ま

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」と
歓
迎
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
新
聞
記
事
や
写
真
に

は
た
い
て
い
著
作
権
が
あ
り
ま
す
。
私
的

使
用
や
教
育
現
場
な
ど
で
の
例
外
を
除

き
、
企
業
や
団
体
が
新
聞
を
無
断
で
コ
ピ

ー
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
意
外
に
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
著
作
権

を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
な
い
の
で
は
？
　

本
書
は
、
記
者
時
代
の
経
験
が
基
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今

の
私
は
学
生
の

コ
ピ
ペ
に
悩
む

教
員
で
す
。

も
限
ら
れ
た
中
で
、
大
阪
か
ら
全
国
に
向

け
て
報
道
情
報
番
組
を
発
信
す
る
重
要
性

は
増
す
ば
か
り
。

　「
テ
レ
ビ
っ
て
、
テ
レ
ビ
報
道
っ
て
、

こ
れ
ほ
ど
面
白
い
仕
事
は
な
い
」と
い
う

想
い
を
胸
に
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
編
集
マ
ン
、
報
道

記
者
、
海
外
特
派
員
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
報
道
部
長
、
解
説
委
員
と
32
年

間
ず
っ
と
テ
レ
ビ
報
道
の
世
界
で
働
い
て

き
た
筆
者
が
、

テ
レ
ビ
報
道
の

魅
力
を
紹
介
す

る
。

講談社＋α新書
９０７円

度
の
問
題
点
の
指
摘
が
多
か
っ
た
。

　
政
治
を「
距
離
」を
置
い
て
視
る
姿
勢
を

自
己
点
検
し
つ
つ
の
10
余
年
分
だ
っ
た
。

オルタ出版室
２１６０円

岩波ジュニア新書
９２９円

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
力
の
増
強
支
援
を
め

ざ
す
企
画
と
し
て
、
現
役
記
者
向
け
の
勉

強
会「
記
者
ゼ
ミ
」を
２
０
１
３
年
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
第
５

期
と
な
る
今
年
度
は
、「
調
査
報
道
」と「
Ｉ

Ｔ（
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）」の
２
つ
の
講

座
を
行
い
ま
す
。
木
曜
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
隔
週
で
交
互
に
開
催
し
ま
す
。
一

線
記
者
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左
記
の
予
定
。

Ⅰ
．「
誰
で
も
調
査
報
道
」

　
実
際
に
調
査
報
道
に
取
り
組
む
記
者
か

ら
、
そ
の
工
夫
、
知
識
、
技
術
と
い
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
調
査
報
道

を
誰
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
日
常

の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
質
向
上
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　「
テ
ー
マ
発
見
」「
情
報
公
開
」「
裏
付
け
」

「
情
報
源
」な
ど
プ
ロ
セ
ス
ご
と
に
小
テ

ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

▼
第
１
回（
５
月
11
日
）オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

シ
ン
ポ（
パ
ネ
リ
ス
ト
：
高
田
昌
幸
氏
、

奥
山
俊
宏
氏
ら
講
師
陣
）▼
第
２
回（
同

25
日
）基
礎
的
ハ
ウ
ツ
ー
講
座
①
▼
第
３

回（
６
月
８
日
）基
礎
的
ハ
ウ
ツ
ー
講
座

②
▼
第
４
回（
同
22
日
）情
報
公
開
と
公

開
情
報
①

■
第
５
期「
記
者
ゼ
ミ
」へ
参
加
を

毎
週
木
曜
午
後
６
時
か
ら
開
催
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会 議報告

■
会
議
報
告

⃝
第
３
８
２
回
会
報
委
員
会

�

（
４
・
７
　
大
会
議
室
）

　
４
月
号
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
後
、

５
月
号
の
編
集
を
協
議
し
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
稲
沢
、
大
辻
、
鈴

木
、
吉
澤
、
大
寺
、
藤
井
、
藤
澤
の
各
委

員
。

⃝

２
０
１
７
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・

同
特
別
賞
選
考
委
員
会

�

（
４
・
10
　
大
会
議
室
）

　
岡
部
直
明
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
推
薦
委

員
会
委
員
長
代
行（
野
村
彰
男
委
員
長
の

代
理
）か
ら
の
報
告
の
後
、
選
考
に
入
り
、

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
に
松
尾
文
夫
氏
、
同

特
別
賞
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
報
道
制

作
局
政
務
活
動
費
取
材
チ
ー
ム
と
森
重
昭

氏
を
受
賞
者
と
し
て
理
事
会
に
答
申
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

出
席
　
原
田
委
員
長
、
西
村
、
増
田
、
飯

塚
、
深
田
、
岩
田
、
袴
田
、
篠
塚
、
西
渕
、

川
嶋
、
木
村
の
各
委
員
、
伊
藤
理
事
長
、

水
谷
、
荒
木
の
両
副
理
事
長
、
土
生
専
務

理
事
。

⃝

第
４
７
６
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
４
・
12
　
小
会
議
室
）

　
新
委
員
の
栗
原
健
太
郎
・
朝
日
新
聞
社

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
補
佐（
旧
・
菊
池

功
氏
）、
海
保
真
人
・
毎
日
新
聞
社
論
説

委
員（
旧
・
花
谷
寿
人
氏
）が
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
５
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、

理
事
会
に
答
申
し
た
。

出
席
　
増
田
委
員
長
、
栗
原
、
海
保
、
石

田
、
鈴
木
、
井
上
、
山
本
、
國
府
、
青
木

の
各
委
員
。

⃝

第
４
７
３
回
企
画
委
員
会

�

（
４
・
14
　
10
階
Ｂ
ホ
ー
ル
）

　
新
委
員
の
尾
崎
真
理
子
・
読
売
新
聞
社

編
集
委
員
、
山
田
惠
資
・
時
事
通
信
社
解

説
委
員
長（
旧
・
軽
部
謙
介
氏
）が
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
選
考
や
研

究
会
の
テ
ー
マ
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
安
井
、
坪
井
、
倉

重
、
鶴
原
、
尾
崎
、
脇
、
実
、
榊
原
、
杉

田
、
川
上
、
山
本
、
瀬
口
、
石
川
、
傍
示
、

山
田
、
久
保
、
竹
田
、
播
摩
、
川
戸
、
小

栗
、
川
村
、
袴
田
、
梶
本
の
各
委
員
。

⃝

第
44
回
監
事
会
�

（
４
・
18
　
大
会
議
室
）

　
２
０
１
６
年
度
の
事
業
報
告
と
同
決
算

案
の
監
査
を
行
っ
た
。

出
席
　
沖
永
、
林
、
松
延（
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
）の
各
監
事
。

⃝

第
２
２
６
回
施
設
運
営
委
員
会

�

（
４
・
25
　
シ
ル
バ
ー
ル
ー
ム
）

　
事
務
局
か
ら
２
月
、
３
月
の
ア
ラ
ス
カ

売
り
上
げ
と
貸
室
の
利
用
状
況
を
報
告
し

た
。

出
席
　
西
渕
委
員
長
、
堅
田
、
林
、
佐
塚
、

富
田
の
各
委
員
。

⃝

第
１
２
４
回
総
務
委
員
会

�

（
４
・
28
　
小
会
議
室
）

　
２
０
１
６
年
度
の
事
業
報
告
・
同
決
算

の
原
案
と
第
23
期（
17
・
18
年
度
）役
員

構
成
社
案
を
作
成
、
理
事
会
に
上
程
す
る

こ
と
に
し
た
。

出
席
　
原
田
委
員
長
、
西
村
、
増
田
、
飯

塚
、
深
田
、
岩
田
、
篠
塚
、
川
嶋
の
各
委

員
、
伊
藤
理
事
長
、
水
谷
、
荒
木
の
両
副

理
事
長
、
土
生
専
務
理
事
。

⃝

第
５
９
９
回
理
事
会

�

（
４
・
28
　
大
会
議
室
）

①
２
０
１
６
年
度
の
事
業
報
告
・
同
決
算

を
総
務
委
員
会
案
ど
お
り
承
認
し
、
第
90

回
定
時
社
員
総
会（
５
月
29
日
）に
上
程

す
る
こ
と
に
し
た
。

②
２
０
１
７
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・

同
特
別
賞
を
選
考
委
員
会
の
選
考
結
果
ど

お
り
に
決
定
し
た
。

③
第
23
期
役
員
構
成
社
案
を
役
員
選
出
委

員
会（
総
務
委
員
会
）案
ど
お
り
議
決
し

た
。

出
席
　
伊
藤
理
事
長
、
水
谷
、
荒
木
の
両

副
理
事
長
、
土
生
専
務
理
事
、
西
村
、
増

田
、
原
田
、
飯
塚
、
深
田
、
行
武
、
渡
邊
、

綾
野
、
今
福
、
山
元
、
岩
田
、
篠
塚
、
吉

田
、
川
嶋
、
木
村
、
西
野
の
各
理
事
。

Ⅱ
．「
Ｉ
Ｔ
講
座
２
０
１
７
」

　
世
の
中
に
溢
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

か
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
の
基
本
的
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
身
に
つ
け
る
講
座
で
す
。地
価
公
示
、

米
大
リ
ー
グ
と
い
っ
た
馴
染
み
の
デ
ー
タ

を
使
い
３
学
期
制
で
学
び
ま
す
。

◎
１
学
期
：
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る

　
表
計
算
ソ
フ
ト
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
ソ
フ

ト
の
使
い
方
を
練
習
し
、
白
地
図
に
デ
ー

タ
を
自
由
に
落
と
せ
る
よ
う
に
な
る
。

▼
第
１
回（
５
月
18
日
）オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
▼
第
２
回（
６
月
１
日
）使
え
る

表
計
算
▼
第
３
回（
同
15
日
）デ
ー
タ
を

整
え
る
▼
第
４
回（
同
29
日
）白
地
図
▼

第
５
回（
７
月
13
日
）デ
ー
タ
を
プ
ロ
ッ
ト

▼
プ
レ
講
座（
５
月
17
日
）初
心
者
を
自

認
す
る
人
の
た
め
の
準
備
講
座（
エ
ク
セ

ル
、
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、
マ
ウ
ス

を
使
わ
な
い
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
Ｉ
Ｔ
の

基
礎
の
基
礎
を
こ
っ
そ
り
伝
授
）

◆
会
場
は
、
ク
ラ
ブ
会
議
室（
日
本

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）、
時
間
は

全
て
午
後
６
時
か
ら
８
時
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

sem
inar@

jnpc.or.jp

へ
お
願
い
し

ま
す
。
講
座
ス
タ
ー
ト
後
も
、
登
録

は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
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　好奇心はまだ旺盛、健康もまずまず。
目まぐるしくて先が読めない時代だか
らこそ「現場の記者感覚を忘れるな！」
の精神で復帰しました。

会見詳録　2016年度は15本公開
　注目度や記録性が高かった会見は、内容全て
を文字にしてウェブサイトに掲載しています。
　最も古い記録は1970年、岡崎嘉平太日中覚書
貿易事務所代表の「対中国政策の転換を望む」。
鄧小平中国副首相の「尖閣棚上げ」発言が出た会
見も全文読むことができます。昨年度は新たに
下記の15本を掲載しました。累計約670本の会
見詳録は、ウェブサイトの「これまでの記者会
見」からどうぞ。

◇
●渡辺将人・北海道大大学院准教授「ヒラリー・
クリントンと大統領選」（2016.4.4）
●平井久志・立命館大客員教授「金正恩体制を
どうみるか―労働党大会を前に」（4.26）
●田中煕巳・日本原水爆被害者団体協議会事務
局長「謝罪を求めることが核兵器廃絶の障害
になるのであれば、ぐっと抑える」（5.19）
●日本記者クラブ賞受賞記念講演会
　尾崎真理子・読売新聞東京本社文化部長／ジ
ャーナリスト・堀川惠子氏（6.7）
●第₂₄回参院選９党党首討論会（6.21）
●森重昭さん・伊吹由歌子さん「原爆で犠牲と
なった米兵捕虜」（6.24）
●東京都知事選立候補予定者共同会見（7.13）
●菊池由貴子・大槌新聞（岩手県）代表「市町村
新聞のすすめ」（8.25）
●加藤聖文・国文学研究資料館准教授「海外引
き揚げ70周年―体験の継承」（9.12）
●徳重徹・テラドローン社長「EVとドローンで
メガベンチャーに」（9.28）
●アウンサンスーチー・ミャンマー国家顧問兼
外相記者会見（11.4）
●朴柱奉・バドミントン日本代表監督「絶体絶
命から金メダルへ」（11.7）
●横田耕一・九州大名誉教授「『生前退位』問題
は、天皇の意思で政治が動いており憲法上問
題あり」（11.16）
●田中均・日本総合研究所国際戦略研究所理事
長、ピーター・ランダース・ウォールストリート・ジ
ャーナル東京支局長「トランプ政権：米国と世
界の行方」対アジア外交（2017.2.20）
●武井彩佳・学習院女子大准教授「ドイツ戦後
処理の再検証」著者と語る『〈和解〉のリアルポ
リティクス―ドイツ人とユダヤ人』（3.16）

菱
ひし

山
やま

　郁
いく

朗
お
1968年日本テレビ入社。政治部長、
解説室長などを務め2004年退社。
現在、日本大学文理学部客員教授。

情報発信
　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。

新しいOB会員

■地方紙４社合同記者セミナー　
　新聞記者を目指す大学生、大学院生を対象と
したセミナー。池上彰氏による講演のほか、主
催社の河北新報社、信濃毎日新聞社、中国新聞
社、高知新聞社の記者が「地方紙の現場から」を
テーマにパネル討論を行った。会場では各社ご
とにブースを設け、会社説明や社員との質疑応
答も行われた。（4.8　10階ホール）

■「地域包括ケアと災害」～熊本地震から学ぶ～
　熊本地震発生から1年を前に開催した。熊本
地震では震災関連死が100人を超え、直接死の
倍以上となっている。迫田朋子・日本在宅ケア
アライアンス調査研究担当（元NHK解説委員）の
報告の後、熊本の医師やNPO法人代表らが支援
の在り方を話し合った｡（4.8　９階会見場）

■日本医学ジャーナリスト協会　４月例会
　「ディオバン臨床研究不正事件の真相　東京
地裁判決を読み解く」と題し、循環器内科医で
臨床研究適正評価教育機構理事長の桑島巌氏が
講演した。（4.12　10階ホール）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBによる定例の勉
強会。４月は小野寺五典・元防衛相（4.5）、江田
憲司・民進党代表代行（4.19）、福山哲郎・民進党
幹事長代理（4.26）を招いた。
■総研エコノミストクラブ開催
　3月2日と４月10日に総合政策研究会（プレ
スセンター8階）主催の総研エコノミストクラブ
が開催された。講師は三菱UFJリサーチ＆コン
サルティング調査部主席研究員で『銀行激変を
読み解く』の著者でもある廉了氏と、毎日新聞
専門編集委員の与良正男氏。
　同会は設立55年目で初めて会員枠を一部開放
したが、すでに個人会員は2019年まで満員。法
人会員の希望は同エコノミストクラブ事務局
（03-3503-4699）まで。

日本新聞博物館　企画展
　日本新聞博物館では、6月25日（日）まで「日
本の海岸線をゆく―日本人と海の文化」と題し
た写真展（日本写真家協会創立65周年事業）を開
催中です。
　総延長3万5千キロメートルを超える日本列
島の海岸線をたどり、漁業や漁港、工場地帯の
ほか、祭り、観光、民俗、歴史など、人間の暮
らしや営みを写した作品が展示されています。
■日本新聞博物館（ニュースパーク）
　横浜市中区日本大通11� 横浜情報文化センター
　（みなとみらい線「日本大通り駅」3番情文セ
ンター口直結）　電話：045-661-2040
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：749人　⃝個人会員：1,262人　
⃝法人・個人賛助会員：62社・136人　⃝特別賛助会員：101人　
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：119人 計：196社・2,378人

クラブの電話　ダイヤルイン

＜法人会員代表変更＞　
QUICK 近藤勝義・代表取締役社長（旧・吉岡昇氏）

＜訃報＞　櫻井康雄会員（東京スポーツ新聞出
身、80歳）が４月10日死去されました。ご冥福
をお祈りいたします。

5月29日に総会記念講演・クラブ賞贈賞式
　5月29日（月）午後４時30分から総会記念講演
会を開催します。今年のゲストは映画プロデュ
ーサーで作家の川村元気さんです。昨年大ヒッ
トした映画「君の名は。」を手掛けるなど、その
仕事が注目されている川村さんから「面白さの

『発見』、組み合わせの『発明』」をテーマに語っ
ていただきます。
　引き続き5時30分から、日本記者クラブ賞・
同特別賞の贈賞式とパーティーを行います。元
共同通信ワシントン支局長の松尾文夫さんと、
チューリップテレビの政務活動費取材チーム、
森重昭さんに表彰状と副賞を贈り、受賞の言葉
もいただきます。

【記念講演】
▶5月29日（月）16：30 ～ 17：30（10階ホール）

【贈賞式・パーティー】
▶5月29日（月）17：30 ～ 19：00（レストラン・
アラスカ）

受賞記念講演会は5月30日に

　受賞者の皆さんが取材や調査活動のエピソー
ドを語る記念講演会を行います。例年、6月の
夜に行っていましたが、今年は贈賞式翌日の午
後に開催します。この会合には一般の方も参加
します。
▶5月30日（火）14：00 ～ 16：00（９階会見場）

◇
　上記いずれの会合とも参加費は無料です。ビ
ジター1人を同伴していただいて構いません。
準備の都合がありますので、出席を希望される
方はウェブサイトの「会見カレンダー」、または
メール（kaiken@jnpc.or.jp）でお申し込みくだ
さい。

今後の行事予定（5/2現在）

22㊊ 15：00 ～ 16：30　10階ホール
著者と語る　石破茂・前地方創生担当相

24㊌

15：00 ～ 16：15　10階ホール
シリーズ企画「トランプ政権：米国と世界の行方」⑨
エイブラハム・クーパー・サイモン・ウィーゼンタール・
センター副所長

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　伊勢海老懐石（6/2まで）

　先付：鯛手まり寿司、菜の花サーモン巻　お椀：
鮎魚女葛打ち、玉子豆腐　造り：伊勢海老姿造り
ほか　焼物：サーモン西京焼き、蛤クリーム焼き
煮物：伊勢海老具足煮　揚物：穴子の一本揚げ　
食事：ご飯、伊勢頭味噌椀　水菓子：季節の果物
グラス冷酒付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　おすすめコース（6/30まで）

　イサキのカルパッチョ・柑橘ソース、ヴィシソ
ワーズ（冷製クリームスープ）、牛フィレ肉とホワ
イトアスパラガスのチーズ焼き、マンゴームース、
パン、コーヒー付き（3,780円）
　ランチ、ディナー（土曜はランチのみ）ともに
ご利用いただけます。
� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報

●鈴木俊一・東京都知事（1980.4.21）
●稲山嘉寛・経済団体連合会会長（1980.12.2）
●安倍晋太郎・自民党政調会長（1980.12.2）
●伊東正義・外務大臣（1980.12.26）

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

■会見詳録　会見の全文文字記録版
●武井彩佳・学習院女子大学准教授「ドイツ戦
後処理の再検証」著者と語る『〈和解〉のリアル
ポリティクス――ドイツ人とユダヤ人』
（2017.3.16）

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　井上　洋一　大辻　一晃
　　　　大寺　廣幸　鈴木　　仁　長﨑　和夫
　　　　藤井　良広　藤澤　秀敏　吉澤　正一
　　　　渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

クラブウェブサイト・リニューアル第２弾
貸室の空き状況が確認できます

　1月にリニュ
ーアルした日本
記者クラブのウ
ェブサイトに新
機能が加わりま
した。これまで
電話でお問い合
わせいただいていた貸室（９階小・大会議室、
会見場、10階ホール）の空き状況を、ウェブで
確認できるようになりました。
　ウェブサイトのトップページ上部にある「施
設利用案内」から「空室確認」を選ぶと、各部屋
の空き状況が表示されます。カレンダーのアイ
コンで日付を選択し、希望日をご確認ください。
1年先まで空き状況を見ることができます。
　利用申し込みはこれまでどおり、電話（03-
3503-2724）またはラウンジの受付で承ります。

567_P1-3,18-20.indd   19 2017/05/02   17:08:48

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34807/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/21622/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34808/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34809/report
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/jnpc-prd-public/files/2017/04/98f2a5b4-d281-4415-b8c2-ebe5ccf0480f.pdf
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撮影：青
あお

山
やま

　謙
けん

太
た

郎
ろう

（読売新聞東京本社写真部）

「日米経済対話」初会合後の共同記者会見を終え、握手を交わす麻生副総理とペンス米副大統領　
４月18日　首相官邸で

写 真 回 廊

　
例
え
ば
、
君
の
家
の
冷
蔵
庫
が
壊
れ
た
と
す
る
。
修
理
屋
を

呼
ぶ
と
、ト
ン
カ
チ
で
冷
蔵
庫
の
裏
を
バ
ン
、バ
ン
、バ
ン
。「
は

い
、
直
り
ま
し
た
。
３
０
０
ド
ル
で
す
」。
君
は
、
部
品
も
交

換
し
て
い
な
い
の
に
高
過
ぎ
る
と
文
句
を
言
う
だ
ろ
う
。
す
る

と
、
修
理
屋
は
言
う
。「
で
も
、
俺
は
ど
こ
を
た
た
け
ば
い
い

か
知
っ
て
い
る
」

　
こ
れ
が
政
治
の
街
ワ
シ
ン
ト
ン
で
成
功
す
る
秘
訣
だ
そ
う

だ
。
微
妙
な
利
害
バ
ラ
ン
ス
の
つ
ぼ
を
押
さ
え
て
い
れ
ば
、
元

手
は
い
ら
な
い
。も
う
30
年
近
く
も
前
、日
米
貿
易
摩
擦
の
当
事

者
だ
っ
た
米
国
人
か
ら
聞
い
た
話
だ
。
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た

の
に
、日
米
経
済
対
話
の
ニ
ュ
ー
ス
で
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。

　
１
９
８
０
年
代
か
ら
90
年
代
半
ば
に
か
け
日
米
間
に
は
、
摩

擦
案
件
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
存
在
し
た
。
自
動
車
、
半
導
体

を
は
じ
め
、
牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
、
ス
ー
パ
ー
３
０
１
条
対
象
３

品
目
、
日
米
構
造
協
議（
Ｓ
Ｉ
Ｉ
）な
ど
な
ど
。

　
そ
し
て
時
を
経
た
２
０
１
７
年
、
貿
易
不
均
衡
の
是
正
を
目

指
す
日
米
経
済
対
話
と
い
う
枠
組
み
が
用
意
さ
れ
た
。
か
つ
て

の
通
商
交
渉
は
、
日
米
の
貿
易
バ
ラ
ン
ス
均
衡
に
ほ
と
ん
ど
効

果
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
し
て
も
。

　
そ
れ
で
も
、為
政
者
に
と
っ
て
通
商
交
渉
は
魅
力
的
な
の
だ
。

「
自
国
労
働
者
の
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
、
貿
易
黒
字
国
の
不

公
正
に
閉
ざ
さ
れ
た
市
場
を
開
放
す
る
」と
い
う
、
分
か
り
や

す
い
政
治
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
。

歴
史
は
繰
り
返
す
の
か
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
で
成
功
す
る
秘
訣
を
も
う
１
つ
思
い
出
し
た
。

「
徹
底
的
に
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
る
」

　
写
真
の
ペ
ン
ス
副
大
統
領
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
頬
は
緩
ん

で
い
て
も
、
目
が
笑
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
は
ず
だ
。

�

（
谷
　
定
文
）

ワ
シ
ン
ト
ン
で
成
功
す
る
秘
訣
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